
会
計
検
査
院
の
組
織
文
書

「移
管
資
料
群
」の
特
徴
分
析
を
中
心
と
し
て

松

尾

佐

保

  

はは
じじ
めめ
にに  

  

本
論
で
は
、
会
計
検
査
院
の
組
織
文
書
に
つ
い
て
、
国
立
公
文
書
館
（
以
下

「
当
館
」
と
い
う
。
）
所
蔵
の
特
定
歴
史
公
文
書
等
（
以
下
「
移
管
済
み
文
書
」

と
い
う
。
）
及
び
会
計
検
査
院
が
現
在
保
有
し
て
い
る
行
政
文
書
に
含
ま
れ
る
歴

史
公
文
書
等
（
以
下
「
移
管
予
定
文
書
」
と
い
う
。
）
を
中
心
に
分
析
し
、
移
管

済
み
文
書
及
び
移
管
予
定
文
書
か
ら
な
る
「
移
管
資
料
群
」
の
特
徴
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
を
課
題
と
す
る
。 

所
蔵
資
料
に
か
か
る
資
料
群
分
析
及
び
文
書
管
理
に
か
か
る
研
究
は
、
歴
史
学

あ
る
い
は
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
学
を
中
心
に
深
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
公
文
書
館
等
に

お
け
る
研
究
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
て
い
る
1

。
当
館
に
お
い
て
は
、
平
成
二
十

三
（
二
〇
一
一
）
年
に
発
表
さ
れ
た
栃
木
智
子
、
本
村
慈
両
氏
の
各
論
文
以
来
、

特
に
中
央
省
庁
が
作
成
し
た
公
文
書
を
対
象
と
し
て
、
資
料
群
を
中
心
に
分
析
し
、

そ
の
成
果
を
『
北
の
丸
』
の
紙
面
で
継
続
的
に
発
表
し
て
き
た
2

。
本
論
で
は
、

こ
れ
ま
で
に
本
誌
で
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
な
い
、
会
計
検
査
院
が
作
成
し
た
公
文

書
に
つ
い
て
論
じ
て
み
た
い
。 

会
計
検
査
院
は
、
憲
法
上
の
機
関
と
し
て
の
位
置
付
け
（
日
本
国
憲
法
第
九
十

条
）
を
も
ち
、
ま
た
内
閣
に
対
す
る
独
立
性
を
有
す
る
（
会
計
検
査
院
法
（
昭
和

二
十
二
年
法
律
第
七
十
三
号
）
第
一
条
）
機
関
で
あ
る
。
同
院
は
、
行
政
機
関
の

保
有
す
る
情
報
の
公
開
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
四
十
二
号
。
以
下

「
行
政
機
関
情
報
公
開
法
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
「
行
政
機
関
」
に
含
ま
れ
て

い
た
経
緯
を
踏
ま
え
、
会
計
検
査
院
の
意
見
も
聴
い
た
う
え
で
、
公
文
書
等
の
管

理
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
六
十
六
号
。
以
下
、
「
公
文
書
管
理

法
」
と
い
う
。
）
の
対
象
と
な
っ
た
（
第
二
条
第
一
項
六
号
）
。
一
方
で
、
同
院
の

内
閣
に
対
す
る
独
立
性
を
踏
ま
え
、
以
下
の
規
定
を
適
用
除
外
と
し
て
い
る
。 

一
）
行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
等
の
廃
棄
に
関
す
る
内
閣
総
理
大
臣
の
同
意
（
第

八
条
第
二
項
） 

二
）
内
閣
総
理
大
臣
に
よ
る
行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
等
の
保
存
の
求
め
（
第
八

条
第
四
項
） 

三
）
内
閣
総
理
大
臣
に
よ
る
報
告
・
資
料
提
出
の
求
め
、
実
地
調
査
（
第
九

条
第
三
項
） 

四
）
行
政
文
書
管
理
規
則
に
関
す
る
内
閣
総
理
大
臣
の
同
意
（
第
十
条
第
三

項
） 

五
）
公
文
書
管
理
委
員
会
に
よ
る
資
料
提
出
、
意
見
開
陳
、
説
明
そ
の
他
必

要
な
協
力
の
求
め
（
第
三
十
条
） 

六
）
内
閣
総
理
大
臣
に
よ
る
改
善
勧
告
（
第
三
十
一
条
）
3
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会
計
検
査
院
か
ら
当
館
へ
の
歴
史
公
文
書
等
の
移
管
は
、
公
文
書
管
理
法
施
行

以
前
の
平
成
十
五
年
度
か
ら
は
じ
ま
る
。
行
政
機
関
情
報
公
開
法
制
定
以
降
、
国

立
公
文
書
館
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
十
五
条
（
当
時
）
の
定
め

に
も
と
づ
き
取
り
決
め
ら
れ
た
、
平
成
十
三
年
の
内
閣
総
理
大
臣
と
会
計
検
査
院

長
と
の
申
合
せ
を
踏
ま
え
た
措
置
で
あ
る
。
こ
れ
以
降
、
平
成
三
十
年
度
ま
で
に

か
け
て
一
四
二
八
冊
を
当
館
へ
移
管
し
て
い
る
。
本
論
で
は
、
こ
の
移
管
済
み
文

書
に
加
え
、
今
後
移
管
予
定
の
文
書
も
分
析
対
象
と
す
る
。
こ
の
点
は
、
従
来
の

資
料
群
分
析
研
究
の
視
覚
と
異
な
る
点
で
あ
る
。 

こ
れ
ま
で
の
当
館
に
お
け
る
資
料
群
に
か
か
る
研
究
で
は
、
当
館
所
蔵
の
移
管

済
み
文
書
を
中
心
に
分
析
し
、
未
移
管
の
文
書
は
分
析
の
対
象
に
さ
れ
て
い
な
い
。

平
成
二
十
三
年
の
公
文
書
管
理
法
施
行
以
降
、
各
行
政
機
関
等
は
、
行
政
文
書
フ

ァ
イ
ル
等
に
つ
い
て
、
保
存
期
間
の
満
了
前
の
で
き
る
限
り
早
い
時
期
に
保
存
期

間
満
了
時
の
措
置
と
し
て
移
管
か
廃
棄
か
定
め
る
こ
と
と
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
レ

コ
ー
ド
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
」
の
考
え
方
が
導
入
さ
れ
て
い
る
が
（
公
文
書
管
理
法
第

五
条
五
項
）
、
各
行
政
機
関
等
に
お
い
て
歴
史
公
文
書
等
に
該
当
す
る
と
し
て
移

管
の
措
置
が
設
定
さ
れ
て
い
る
移
管
予
定
文
書
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
分
析
対

象
と
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
と
い
え
る
。 

こ
れ
に
対
し
、
本
論
で
は
、
会
計
検
査
院
が
現
在
保
有
し
て
い
る
移
管
予
定
文

書
に
つ
い
て
も
分
析
対
象
に
含
む
こ
と
と
す
る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
会
計
検
査

院
の
組
織
文
書
に
お
い
て
移
管
と
な
る
資
料
群
全
体
の
特
徴
を
、
よ
り
立
体
的
に

把
握
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
だ
ろ
う
4

。 

な
お
、
分
析
に
あ
た
っ
て
は
、
記
録
史
料
記
述
の
国
際
標
準
で
あ
る

「General 
International 

Standard 
Archival 

Description

」
（ISAD

（G

）
）
に
お
い
て
「
評
価
、
廃
棄
処
分
、
保
存
年
限
」
の
構
造
情
報
の
記
述
欄
が

あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
現
用
文
書
の
作
成
過
程
、
評
価
選
別
基
準
、
保
存
期
間
満

了
時
の
措
置
の
設
定
状
況
及
び
移
管
状
況
等
を
整
理
す
る
と
と
も
に
、
資
料
群
構

造
の
分
析
を
試
み
る
こ
と
と
し
た
5

。 

  

一 

会
計
検
査
院
の
組
織
体 

 

一
．
一 

機
能
的
特
徴 

 

会
計
検
査
院
は
ど
の
よ
う
な
機
能
を
担
う
機
関
か
。
日
本
国
憲
法
及
び
会
計
検

査
院
法
を
中
心
に
概
観
し
、
戦
後
の
会
計
検
査
院
の
組
織
的
特
徴
を
確
認
し
た
い
6

。 

 憲憲
法法
にに
よよ
るる
規規
定定  

明
治
二
十
二
（
一
八
八
九
）
年
二
月
十
一
日
に
公
布
、
二
十
三
年
十
一
月
二
十

九
日
に
施
行
さ
れ
た
大
日
本
帝
国
憲
法
第
七
十
二
条
に
お
い
て
、
会
計
検
査
院
は

以
下
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
た
。 

 

第
七
十
二
条 

国
家
ノ
歳
出
歳
入
ノ
決
算
ハ
会
計
検
査
院
之
ヲ
検
査
確
定
シ

政
府
ハ
其
ノ
検
査
報
告
ト
倶
ニ
之
ヲ
帝
国
議
会
ニ
提
出
ス
ヘ
シ 

二 

会
計
検
査
院
ノ
組
織
及
職
権
ハ
法
律
ヲ
以
テ
之
ヲ
定
ム 

こ
の
規
定
に
よ
り
憲
法
に
定
め
ら
れ
た
機
関
と
な
っ
た
会
計
検
査
院
は
、
天
皇

に
直
隷
す
る
独
立
の
機
関
と
し
て
財
政
監
督
を
行
っ
て
き
た
。 

こ
れ
に
対
し
て
、
昭
和
二
十
一
年
十
一
月
三
日
に
公
布
さ
れ
翌
年
五
月
三
日
に

施
行
さ
れ
た
日
本
国
憲
法
で
は
、
以
下
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
た
。 
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第
九
十
条 

国
の
収
入
支
出
の
決
算
は
、
す
べ
て
毎
年
会
計
検
査
院
が
こ
れ
を

検
査
し
、
内
閣
は
、
次
の
年
度
に
、
そ
の
検
査
報
告
と
と
も
に
、
こ

れ
を
国
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

二 
会
計
検
査
院
の
組
織
及
び
権
限
は
、
法
律
で
こ
れ
を
定
め
る
。 

 

大
日
本
帝
国
憲
法
（
以
下
「
旧
憲
法
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
天
皇
直
隷
機
関

で
あ
っ
た
会
計
検
査
院
は
、
日
本
国
憲
法
（
以
下
「
憲
法
」
ま
た
は
「
新
憲
法
」

と
い
う
。
）
に
よ
り
天
皇
が
国
の
象
徴
と
な
り
、
国
政
に
関
す
る
権
能
を
有
し
な

い
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
天
皇
直
隷
機
関
と
し
て
の
地
位
を
改
め
た
。
憲
法

第
六
十
五
条
に
お
い
て
「
行
政
権
は
、
内
閣
に
属
す
る
」
と
定
め
ら
れ
た
が
、
会

計
検
査
院
は
、
会
計
検
査
院
法
に
お
い
て
、
内
閣
に
属
す
る
一
機
関
で
は
な
く
、

別
の
組
織
と
し
て
、
内
閣
に
対
し
独
立
の
地
位
を
有
す
る
こ
と
を
定
め
て
い
る

（
会
計
検
査
院
法
第
一
条
、
以
下
「
院
法
」
と
い
う
。
）
。
会
計
検
査
院
は
広
い
意

味
で
行
政
を
行
う
機
関
で
あ
る
が
、
「
い
わ
ゆ
る
三
権
を
つ
か
さ
ど
る
い
ず
れ
の

機
関
に
も
属
し
な
い
憲
法
上
の
特
別
の
機
関
」
で
あ
る
と
解
さ
れ
て
い
る
7

。
ま

た
、
「
裁
判
官
的
な
独
立
性
を
与
え
ら
れ
た
国
家
機
関
」
で
あ
る
と
こ
ろ
に
会
計

検
査
院
の
特
色
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
8

。 

旧
憲
法
と
新
憲
法
の
定
め
に
お
け
る
大
き
な
違
い
は
、
「
す
べ
て
毎
年
会
計
検

査
院
が
こ
れ
を
検
査
し
」
と
い
う
文
言
が
盛
り
込
ま
れ
た
こ
と
に
あ
る
9

。
旧
会

計
検
査
院
法
（
明
治
二
十
二
年
法
律
第
十
五
号
。
以
下
「
旧
院
法
」
と
い
う
。
）

が
制
定
さ
れ
た
翌
年
、
明
治
二
十
三
年
法
律
第
七
十
号
に
お
い
て
、
出
資
準
備
品

（
軍
事
用
物
品
）
は
検
査
の
対
象
外
と
さ
れ
、
そ
の
後
ほ
と
ん
ど
の
軍
用
物
品
が

会
計
検
査
の
対
象
外
と
な
っ
て
い
っ
た
経
緯
が
あ
る
。
ま
た
、
政
府
の
機
密
費
に

つ
い
て
は
、
会
計
検
査
院
の
検
査
に
服
さ
な
い
も
の
と
さ
れ
た
（
旧
院
法
第
二
十

三
条
）
。
こ
れ
に
対
し
て
戦
後
の
新
憲
法
で
は
、
国
の
収
入
支
出
に
つ
い
て
、
会

計
検
査
の
例
外
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
と
な
っ
た
10

。 

 会会
計計
検検
査査
院院
法法
にに
よよ
るる
規規
定定  

憲
法
第
九
十
条
の
規
定
を
受
け
、
院
法
が
公
布
・
施
行
さ
れ
た
。
現
行
の
院
法

第
二
十
条
及
び
第
二
十
一
条
に
お
い
て
、
会
計
検
査
院
の
職
務
は
以
下
の
よ
う
に

定
め
ら
れ
て
い
る
11

。 

 

第
二
十
条 

会
計
検
査
院
は
、
日
本
国
憲
法
第
九
十
条
の
規
定
に
よ
り
国
の

収
入
支
出
の
決
算
の
検
査
を
行
う
外
、
法
律
に
定
め
る
会
計
の
検
査

を
行
う
。 

② 

会
計
検
査
院
は
、
常
時
会
計
検
査
を
行
い
、
会
計
経
理
を
監
督
し
、

そ
の
適
正
を
期
し
、
且
つ
、
是
正
を
図
る
。 

③ 

会
計
検
査
院
は
、
正
確
性
、
合
規
性
、
経
済
性
、
効
率
性
及
び
有
効

性
の
観
点
そ
の
他
会
計
検
査
上
必
要
な
観
点
か
ら
検
査
を
行
う
も
の

と
す
る
。 

第
二
十
一
条 

会
計
検
査
院
は
、
検
査
の
結
果
に
よ
り
、
国
の
収
入
支
出
の

決
算
を
確
認
す
る
。 

 

以
上
の
規
定
か
ら
、
会
計
検
査
院
の
組
織
活
動
の
目
的
は
、
検
査
活
動
を
通
じ

た
、
国
の
会
計
経
理
の
監
督
、
是
正
及
び
決
算
の
確
認
で
あ
る
と
い
え
る
。
会
計

検
査
院
の
職
務
は
、
「
政
府
の
作
成
し
た
決
算
を
審
査
し
、
そ
の
内
容
の
適
法
性

お
よ
び
適
正
性
を
判
定
し
確
認
す
る
」
こ
と
で
あ
る
12

。
院
法
制
定
時
か
ら
の
第

二
十
条
の
変
更
点
は
、
平
成
九
年
法
律
第
一
二
六
号
に
よ
り
、
第
二
十
条
第
三
項

が
追
加
さ
れ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
改
正
に
よ
り
会
計
検
査
の
観
点
が
法

定
さ
れ
た
13

。 

三
二

会
計
検
査
院
の
組
織
文
書

『
北
の
丸
』
第
53
号　
　



ま
た
、
こ
の
平
成
九
（
一
九
九
七
）
年
の
院
法
改
正
と
同
時
に
、
国
会
の
行
政

監
視
機
能
を
強
化
す
る
た
め
、
国
会
法
の
改
正
が
行
わ
れ
、
国
会
に
よ
る
検
査
要

請
制
度
が
創
設
さ
れ
た
（
国
会
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
一
〇

五
条
）
。
そ
し
て
、
平
成
十
七
年
法
律
第
一
一
二
号
に
よ
る
院
法
改
正
が
行
わ
れ
、

検
査
権
限
の
拡
大
等
と
併
せ
て
、
随
時
報
告
制
度
も
創
設
さ
れ
た
14

。 

行
政
機
関
の
外
部
か
ら
財
政
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、
国
の
財
政
行
為
を
事
後

的
に
監
督
す
る
会
計
検
査
院
の
役
割
は
、
外
部
監
察
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
。

特
に
、
中
央
省
庁
等
改
革
の
過
程
で
、
会
計
検
査
院
も
含
め
た
各
府
省
の
政
策
評

価
が
制
度
化
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
議
会
改
革
・
政
治
改
革
の
動
き
か
ら
、
国
会

に
よ
る
行
政
監
視
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
15

。
ま
た
、
平
成
九
年

の
国
会
法
改
正
及
び
院
法
改
正
を
契
機
と
し
て
、
会
計
検
査
院
の
独
立
性
は
前
提

と
し
つ
つ
も
、
財
務
統
制
・
行
政
監
視
機
能
を
補
助
す
る
機
関
と
し
て
国
会
の
側

に
よ
り
近
づ
け
て
理
解
す
る
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
16

。 

院
法
に
お
け
る
権
限
と
し
て
は
、
「
検
査
に
お
い
て
会
計
上
の
非
違
を
発
見
し

た
場
合
に
は
、
そ
の
是
正
措
置
を
要
求
し
（
会
計
検
査
院
法
三
四
条
）
、
あ
る
い

は
法
令
上
・
制
度
上
の
改
善
処
置
を
要
求
す
る
（
同
法
三
六
条
）
な
ど
の
権
限
を

有
し
、
ま
た
、
検
査
の
結
果
に
基
づ
い
て
会
計
事
務
職
員
に
関
す
る
懲
戒
処
分
を

請
求
す
る
こ
と
（
同
法
三
一
条
一
項
）
、
職
務
上
の
犯
罪
が
あ
る
と
認
め
た
場
合

に
は
検
察
庁
に
対
し
通
告
す
る
こ
と
（
同
法
三
三
条
）
な
ど
の
権
限
を
有
す
る
」

と
さ
れ
て
い
る
17

。 

院
法
第
三
十
三
条
は
戦
後
の
憲
法
下
に
お
い
て
採
用
さ
れ
た
事
項
で
あ
る
18

。

ま
た
、
院
法
第
三
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
、
検
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
法
令
・
制

度
・
行
政
に
対
し
て
、
意
見
を
表
示
し
、
あ
る
い
は
改
善
の
処
置
要
求
を
行
う
権

限
も
付
与
さ
れ
た
。
旧
院
法
で
は
天
皇
に
上
奏
す
る
だ
け
で
、
行
政
庁
に
対
し
て

直
接
、
意
見
表
示
や
処
置
要
求
を
す
る
権
限
は
な
か
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
19

。 

加
え
て
、
国
会
と
の
関
係
、
政
策
及
び
政
策
評
価
の
観
点
が
重
要
で
あ
る
。
国

会
法
第
七
十
二
条
第
一
項
及
び
院
法
第
三
十
条
の
規
定
に
よ
り
、
会
計
検
査
院
は

国
会
に
出
席
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
旧
院
法
に
は
院
法
第
三
十
条
の
よ
う

な
規
定
は
な
く
、
議
会
に
お
け
る
決
算
審
査
に
お
い
て
、
会
計
検
査
院
か
ら
の
出

席
は
な
か
っ
た
。
本
条
の
規
定
に
よ
り
、
会
計
検
査
院
と
国
と
の
直
接
の
接
触
が

可
能
と
な
っ
た
20

。
ま
た
、
国
会
に
よ
る
検
査
要
請
制
度
が
創
設
さ
れ
、
国
会
等

に
対
す
る
随
時
報
告
制
度
が
創
設
さ
れ
た
こ
と
は
先
述
し
た
通
り
で
あ
る
。 

政
策
の
観
点
に
つ
い
て
は
、
昭
和
三
十
五
年
頃
か
ら
「
有
効
性
の
検
査
」
を
本

格
的
に
開
始
し
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
「
会
計
検
査
は
、
政
策
や
施
策
そ
の
も

の
を
最
初
か
ら
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
は
行
わ
れ
な
い
も
の
の
、
施
策
や
事
業
に
係

る
予
算
執
行
に
つ
い
て
有
効
性
の
検
査
を
実
施
す
る
過
程
や
そ
の
検
査
結
果
に
基

づ
い
て
、
政
策
過
程
（
政
策
形
成
、
政
策
執
行
、
政
策
評
価
・
見
直
し
）
に
対
す

る
問
題
提
起
が
行
わ
れ
る
」
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
有
効
性
の
検
査
の
観
点
が
法

定
さ
れ
た
の
も
平
成
九
年
の
院
法
改
正
で
あ
る
21

。 

会会
計計
検検
査査
院院
のの
機機
能能
にに
関関
すす
るる
法法
学学
的的
議議
論論  

そ
れ
で
は
、
憲
法
及
び
院
法
の
定
め
の
も
と
、
会
計
検
査
院
の
機
能
的
特
徴
を

ど
う
と
ら
え
れ
ば
良
い
か
。
法
学
的
観
点
か
ら
は
、
財
政
民
主
主
義
を
実
現
す
る

機
関
で
あ
っ
て
、
財
政
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
（
外
部
監
察
）
を
行
う
機
能
を
有
す
る
機

関
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
、
村
上
武
則
に
よ
る
整
理
が
参
考
に
な
る
。 

旧
憲
法
下
で
「
会
計
」
と
さ
れ
て
い
た
章
名
は
、
戦
後
の
憲
法
下
に
お
い
て

「
財
政
」
と
改
め
ら
れ
る
。
国
家
財
政
は
「
こ
れ
ま
で
の
行
政
の
内
部
事
務
的
な

地
位
か
ら
、
国
政
の
一
環
と
し
て
の
地
位
を
有
す
る
も
の
」
と
さ
れ
た
。
ま
た
、

第
八
十
三
条
に
お
い
て
「
国
の
財
政
を
処
理
す
る
権
限
は
、
国
会
の
議
決
に
基
づ

い
て
、
こ
れ
を
行
使
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
定
め
、
財
政
の
基
本
原
則
と
し
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て
の
国
会
中
心
主
義
を
明
記
す
る
と
と
も
に
、
旧
憲
法
下
で
設
け
ら
れ
て
い
た
勅

令
に
よ
る
緊
急
財
政
処
分
や
予
算
不
成
立
の
場
合
の
前
年
度
予
算
の
施
行
な
ど
の

例
外
を
一
切
認
め
な
い
こ
と
と
さ
れ
た
と
い
う
22

。
そ
の
う
え
で
、
財
政
立
憲
主

義
の
具
体
的
な
定
め
と
し
て
、
決
算
の
国
会
に
よ
る
審
査
等
（
第
九
十
条
）
が
定

め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
国
の
収
入
・
支
出
に
つ
い
て
の
事
後
に
お
け
る
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
と
し
て
、
決
算
の
検
査
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
で
あ
っ
て
、
「
予
算
に

よ
っ
て
国
会
の
事
前
審
査
を
う
け
、
さ
ら
に
決
算
に
よ
っ
て
国
会
の
事
後
審
査
を

う
け
る
」
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
23

。
第
九
十
条
で
は
、
以
上
の
国
会
に
よ
る
審
査

の
前
提
と
な
る
検
査
を
担
う
の
が
会
計
検
査
院
で
あ
る
こ
と
を
定
め
て
い
る
。 

村
上
は
、
こ
の
よ
う
な
定
め
を
前
提
と
し
、
法
治
国
家
及
び
社
会
国
家
原
則
の

観
点
か
ら
会
計
検
査
院
の
機
能
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
先
述
し
た
通
り
会
計
検

査
院
に
は
「
裁
判
官
的
な
独
立
性
が
与
え
ら
れ
」
て
い
る
た
め
、
「
そ
れ
だ
け
会

計
検
査
院
が
行
う
財
政
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
他
の
一
般
官
庁
に
対
し
て
は
強
い
圧
迫

を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
国
家
機
関
」
と
し
て
の
性
格
を
有
し
て
い
る
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
「
権
力
均
衡
の
原
理
か
ら
し
て
、
逆
に
会
計
検
査
院
を
拘
束
す
る
原
理

が
必
要
に
な
る
」
と
し
て
法
制
度
の
特
徴
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
特
に
財
政
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
の
機
能
に
つ
い
て
、
議
会
の
み
で
は
「
政
治
的
」
で
あ
っ
て
、
「
そ

の
都
度
式
」
に
陥
り
や
す
い
と
い
う
欠
点
が
生
じ
る
こ
と
に
注
目
し
、
法
的
安
定

性
と
い
う
意
味
で
の
公
共
性
を
維
持
す
る
た
め
、
一
貫
し
た
観
点
か
ら
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
を
行
う
機
関
と
し
て
の
会
計
検
査
院
の
機
能
を
重
視
し
て
い
る
24

。
ま
た
、

社
会
権
の
保
障
と
給
付
行
政
の
観
点
か
ら
、
「
社
会
国
家
原
則
」
に
つ
い
て
確
認

し
て
い
る
25

。
村
上
は
「
社
会
国
家
」
を
「
社
会
的
弱
者
を
も
保
護
し
た
り
、
あ

る
い
は
配
分
的
正
義
を
志
向
す
る
国
家
」
で
あ
る
と
説
明
す
る
26

。
憲
法
第
二
十

五
条
の
生
存
権
の
保
障
の
観
点
か
ら
、
「
財
貨
・
サ
ー
ビ
ス
を
国
民
間
で
適
正
に

再
配
分
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ひ
ろ
く
公
共
の
利
益
を
増
進
さ
せ
る
こ
と
」
を
社

会
国
家
原
則
の
狙
い
で
あ
る
と
し
、
そ
の
な
か
で
、
会
計
検
査
院
が
「
社
会
権
の

尊
重
の
原
則
に
立
脚
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
助
言
を
な
す
」
機
能
に
注
目
し
て
い
る
27

。 

以
上
の
村
上
の
会
計
検
査
院
に
関
す
る
議
論
の
整
理
は
、
特
に
財
政
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
、
政
策
評
価
等
の
機
能
に
注
目
す
る
も
の
で
あ
る
。
会
計
検
査
院
の
組
織
文

書
の
特
徴
を
つ
か
む
う
え
で
は
、
参
考
と
な
る
議
論
で
あ
る
と
考
え
る
。 

 

一
．
二 

組
織 

  

会
計
検
査
院
は
、
明
治
二
（
一
八
六
九
）
年
、
内
閣
の
前
身
で
あ
る
太
政
官
の

う
ち
の
会
計
官
（
財
務
省
の
前
身
）
の
一
部
局
と
し
て
設
け
ら
れ
た
監
督
司
を
前

身
と
し
て
持
つ
。
監
督
司
は
そ
の
後
大
蔵
省
、
民
部
省
、
再
び
大
蔵
省
の
所
管
に

移
さ
れ
た
が
、
明
治
四
年
に
検
査
寮
と
改
称
さ
れ
、
明
治
十
年
に
は
ま
た
検
査
局

と
改
称
さ
れ
た
。
明
治
十
三
年
三
月
、
財
務
行
政
機
関
の
一
部
局
か
ら
、
太
政
官

に
直
属
す
る
財
政
監
督
機
関
と
し
て
会
計
検
査
院
が
設
置
さ
れ
る
。
以
降
財
務
行

政
機
関
と
は
別
の
機
関
で
財
政
の
監
督
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
明
治
十

八
年
に
内
閣
制
度
が
施
行
さ
れ
た
際
に
も
、
会
計
検
査
院
は
内
閣
の
下
に
置
か
れ

て
い
た
。
こ
の
体
制
が
大
き
く
変
わ
る
の
は
、
明
治
二
十
二
年
で
あ
る
。
憲
法
に

定
め
ら
れ
た
機
関
と
な
っ
た
会
計
検
査
院
は
、
独
立
官
庁
と
し
て
財
政
監
督
を
行

う
こ
と
と
な
っ
た
28

。
明
治
十
三
年
以
降
こ
れ
ま
で
の
組
織
変
遷
は
【
表
１
】
に

示
し
た
通
り
で
あ
る
29

。 

 
昭
和
二
十
二
年
制
定
の
院
法
で
は
、
少
数
（
三
人
）
合
議
体
の
意
思
決
定
機
関

で
あ
る
検
査
官
会
議
と
、
事
務
執
行
機
関
で
あ
る
事
務
総
局
を
も
っ
て
組
織
す
る

こ
と
が
定
め
ら
れ
た
（
院
法
第
二
条
）
。
旧
院
法
下
で
は
、
院
長
・
部
長
・
検
査

官
（
現
在
の
課
長
相
当
）
を
会
計
検
査
官
と
総
称
し
、
こ
れ
ら
を
議
員
と
す
る
多

数
合
議
体
（
現
行
制
度
へ
の
移
行
時
十
六
人
）
で
あ
る
総
会
議
に
お
い
て
重
要
事
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項
を
決
し
て
い
た
。
し
か
し
、
「
異
な
っ
た
多
数
の
意
見
を
総
合
し
、
客
観
的
、

公
正
な
判
断
を
可
能
に
し
た
り
、
決
定
を
慎
重
な
ら
し
め
中
庸
を
行
く
と
い
っ
た

長
所
が
あ
る
反
面
、
責
任
の
所
在
が
不
明
確
と
な
っ
た
り
、
結
論
へ
の
到
達
に
手

間
取
る
と
い
う
弊
害
」
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
「
検
査
の
執
行
責
任
者
で
あ
る
会
計

検
査
官
が
決
定
機
関
の
構
成
員
も
か
ね
て
い
た
こ
と
か
ら
、
提
案
者
と
意
思
決
定

権
者
と
い
う
会
議
構
成
員
の
立
場
の
混
同
と
い
う
問
題
点
」
が
あ
っ
た
と
い
う
。

そ
の
た
め
、
院
法
で
は
、
「
決
定
の
公
正
を
更
に
期
す
た
め
、
意
思
決
定
機
関
と

執
行
機
関
を
分
離
し
、
三
人
の
対
等
な
権
限
を
有
す
る
検
査
官
を
も
っ
て
構
成
す

る
検
査
官
会
議
を
意
思
決
定
機
関
と
し
、
そ
の
指
揮
監
督
の
下
に
検
査
を
執
行
す

る
機
関
と
し
て
事
務
総
局
」
が
設
け
ら
れ
た
30

。 

現
行
の
院
法
第
十
二
条
に
お
い
て
、
事
務
総
局
は
、
庶
務
並
び
に
検
査
及
び
審

査
の
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
と
さ
れ
、
事
務
総
局
に
官
房
及
び
五
局
を
置
く
こ
と
、

官
房
及
び
各
局
の
事
務
の
分
掌
及
び
分
課
は
会
計
検
査
院
規
則
の
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
現
行
の
会
計
検
査
院
事
務
総
局
事
務
分
掌
及
び
分
課
規

則
第
一
条
で
は
、
事
務
総
長
官
房
に
、
総
務
、
人
事
、
調
査
、
会
計
及
び
法
規
の

五
課
を
置
く
こ
と
を
定
め
て
い
る
31

。
各
課
の
業
務
は
第
二
条
か
ら
六
条
に
お
い

て
定
め
て
い
る
。
以
下
課
ご
と
の
分
掌
に
つ
い
て
ま
と
め
る
と
、
総
務
課
は
検
査

官
会
議
の
議
事
、
院
長
又
は
総
長
の
決
裁
を
要
す
る
文
書
の
取
り
扱
い
、
国
会
と

の
交
渉
、
広
報
、
各
局
に
共
通
す
る
検
査
事
項
の
処
理
、
院
法
第
二
十
三
条
の
規

定
に
よ
る
検
査
を
す
る
も
の
の
指
定
、
検
査
の
計
画
及
び
実
施
に
関
す
る
企
画
及

び
調
整
、
年
報
の
整
備
等
を
つ
か
さ
ど
る
。
人
事
課
は
、
院
長
の
互
選
、
院
長
に

代
わ
っ
て
そ
の
職
務
を
行
う
検
査
官
を
定
め
る
合
議
、
職
員
の
出
張
、
職
員
の
任

免
・
給
与
・
分
限
・
懲
戒
・
保
障
・
服
務
・
職
員
団
体
及
び
人
事
記
録
に
関
す
る

こ
と
及
び
機
構
及
び
定
員
に
関
す
る
こ
と
等
を
つ
か
さ
ど
る
。
調
査
課
は
、
財
政

及
び
経
済
の
調
査
、
会
計
検
査
に
関
す
る
調
査
研
究
、
海
外
の
財
政
監
督
制
度
の

調
査
、
最
高
会
計
検
査
機
関
国
際
組
織
に
関
す
る
こ
と
、
国
際
協
力
及
び
海
外
と

の
連
絡
を
つ
か
さ
ど
る
。
会
計
課
は
、
予
算
、
決
算
及
び
収
入
、
支
出
に
関
す
る

こ
と
、
国
有
財
産
及
び
物
品
（
図
書
を
除
く
。
）
に
関
す
る
こ
と
等
を
つ
か
さ
ど

る
。
法
規
課
は
、
会
計
検
査
院
諸
法
規
の
制
定
及
び
改
廃
、
会
計
検
査
院
の
所
掌

事
務
に
関
す
る
改
善
事
項
の
企
画
立
案
、
法
制
の
調
査
、
院
法
第
三
十
七
条
又
は

予
算
執
行
職
員
等
の
責
任
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
一
七
二
号
）

第
九
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
意
見
の
表
示
に
関
す
る
こ
と
、
計
算
証
明
規
則

（
昭
和
二
十
七
年
会
計
検
査
院
規
則
第
三
号
）
に
基
づ
く
指
定
又
は
承
認
、
検
査

済
否
報
告
表
の
調
査
及
び
整
理
、
会
計
検
査
院
の
保
有
す
る
情
報
の
公
開
及
び
個

人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
こ
と
等
を
つ
か
さ
ど
る
こ
と
を
定
め
て
い
る
。 

各
局
は
、
昭
和
二
十
二
年
五
月
三
日
に
は
四
局
制
だ
っ
た
が
、
昭
和
三
十
年
八

月
一
日
以
降
は
五
局
制
を
と
っ
て
い
る
。
検
査
を
担
当
す
る
の
は
各
局
で
あ
り
、

局
の
な
か
は
検
査
対
象
省
庁
・
団
体
別
に
構
成
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
第
一
局
に
は

財
務
検
査
第
一
課
、
財
務
検
査
第
二
課
、
司
法
検
査
課
、
総
務
検
査
課
、
外
務
検

査
課
、
租
税
検
査
第
一
課
、
租
税
検
査
第
二
課
が
置
か
れ
て
い
る
。
財
務
検
査
第

一
課
で
は
、
①
決
算
、
債
権
及
び
物
品
の
検
査
の
総
括
、
②
国
会
、
内
閣
、
内
閣

府
（
他
の
課
（
上
席
調
査
官
を
含
む
。
）
の
所
掌
に
属
す
る
分
を
除
く
。
）
、
財
務

省
（
他
の
課
の
所
掌
に
属
す
る
分
を
除
く
。
）
、
日
本
銀
行
、
預
金
保
険
機
構
、
農

水
産
業
協
同
組
合
貯
金
保
険
機
構
、
独
立
行
政
法
人
国
立
公
文
書
館
及
び
独
立
行

政
法
人
北
方
領
土
問
題
対
策
協
会
そ
の
他
国
が
資
本
金
の
二
分
の
一
以
上
を
出
資

し
て
い
る
法
人
（
他
の
課
の
所
掌
に
属
す
る
分
を
除
く
。
）
の
検
査
に
関
す
る
事

務
、
③
国
の
会
計
経
理
に
関
す
る
検
査
と
し
て
行
う
財
政
状
況
に
関
す
る
検
査
の

う
ち
横
断
的
な
処
理
を
要
す
る
も
の
と
し
て
事
務
総
長
か
ら
特
に
命
ぜ
ら
れ
た
事

項
の
検
査
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
。 

ま
た
、
特
定
の
検
査
対
象
・
団
体
を
持
た
ず
、
機
動
的
・
横
断
的
な
検
査
に
取
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り
組
む
セ
ク
シ
ョ
ン
（
第
五
局
特
別
検
査
課
及
び
上
席
調
査
官
（
特
別
検
査
担

当
）
）
が
設
け
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
官
房
に
は
検
査
の
企
画
調
整
を
行
う
セ
ク
シ

ョ
ン
（
官
房
上
席
企
画
調
査
官
）
が
置
か
れ
て
い
る
32

。 

加
え
て
、
行
政
機
関
情
報
公
開
法
の
施
行
に
伴
い
、
平
成
十
一
年
院
法
改
正

（
法
律
第
四
十
三
号
）
に
よ
り
、
会
計
検
査
院
情
報
公
開
審
査
会
が
設
置
さ
れ
て

い
る
。
同
審
査
会
は
、
行
政
機
関
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律

の
施
行
に
伴
い
、
平
成
十
五
年
法
律
第
六
十
一
号
に
よ
り
、
会
計
検
査
院
情
報
公

開
・
個
人
情
報
審
査
会
と
組
織
を
改
め
た
（
院
法
第
十
九
条
の
二
）
33

。 

 

一
．
三 

活
動 

 

平
成
十
一
年
以
降
の
検
査
活
動
に
つ
い
て
は
、
検
査
方
針
の
重
点
項
目
が
策
定

さ
れ
、
公
表
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
項
目
の
変
遷
を
確
認
す
る
と
、
検
査
活
動
の
主

要
項
目
は
、
社
会
保
障
・
教
育
及
び
科
学
技
術
・
公
共
事
業
・
防
衛
・
農
林
水
産

業
・
環
境
及
び
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
経
済
協
力
・
中
小
企
業
・
情
報
通
信
（
Ｉ
Ｔ
）
等

に
集
約
さ
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
34

。
「
会
計
検
査
の
基
本
方
針
」
は
、
「
我
が
国
の

社
会
経
済
の
動
向
や
財
政
の
現
状
を
十
分
踏
ま
え
」
策
定
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
、
検
査
活
動
の
主
要
項
目
は
、
そ
の
時
代
に
お
け
る
国
家
政
策
及
び
社
会
動

向
と
も
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
た
と
え
ば
、
社
会
保
障
の
検
査
は
平

成
十
一
年
以
来
変
わ
ら
ず
「
基
本
方
針
」
の
筆
頭
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
社
会
保

障
関
係
の
支
出
は
政
府
支
出
の
五
〇
％
程
度
を
占
め
て
お
り
、
決
算
検
査
報
告
に

お
け
る
社
会
保
障
関
係
の
件
数
・
金
額
の
割
合
は
お
よ
そ
こ
れ
に
符
合
す
る
と
い

う
35

。
会
計
検
査
院
の
沿
革
か
ら
戦
後
の
検
査
項
目
の
変
遷
を
み
て
も
、
財
政
状

況
を
踏
ま
え
た
、
時
代
に
応
じ
た
業
務
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
36

。 

 

戦
後
の
特
筆
す
べ
き
活
動
と
し
て
は
、
国
際
業
務
が
あ
る
。
昭
和
二
十
八
年
十

一
月
以
降
、
世
界
各
国
の
会
計
検
査
機
関
に
よ
る
国
際
会
議
（
国
際
最
高
会
計
検

査
機
関
会
議
）
が
開
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
日
本
は
昭
和
三
十
一
年
以
降
参
加

し
、
昭
和
四
十
三
年
五
月
の
第
六
回
会
議
を
東
京
で
開
催
し
た
。
こ
の
東
京
会
議

に

お

い

て

、

国

際

団

体

と

し

て

最

高

会

計

検

査

機

関

国

際

組

織

（International 
Organization 

of 
Supreme 

Audit 
Institutions 

略

称INTOSAI

）
が
成
立
し
た
。INTOSAI

の
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
下
部
組
織
と
し

て
、
昭
和
五
十
三
年
十
月
に
は
最
高
会
計
検
査
機
関
ア
ジ
ア
地
域
機
構
（Asian 

Organization 
of 

Supreme 
Audit 

Institutions 

略
称ASOSAI

）
が
組
織

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
の
国
際
活
動
と
し
て
は
、
平
成
八
年
以
降
毎
年
、
各
国
会

計
検
査
院
の
上
級
実
務
者
を
東
京
に
招
い
て
行
っ
て
い
る
東
京
国
際
会
計
検
査
フ

ォ
ー
ラ
ム
や
、
平
成
十
二
年
一
月
以
降
毎
年
一
回
開
催
さ
れ
て
い
る
主
要
国
会
計

検
査
院
長
会
議
が
あ
げ
ら
れ
る
37

。
な
お
、
国
際
業
務
に
つ
い
て
は
、
当
初
官
房

法
規
課
が
担
当
し
て
い
た
が
、
昭
和
五
十
一
年
十
二
月
ま
で
に
調
査
課
に
移
管
さ

れ
て
い
る
38

。 

調
査
課
を
中
心
に
行
わ
れ
て
い
る
調
査
・
研
究
に
係
る
業
務
も
ま
た
、
会
計
検

査
院
が
力
を
入
れ
て
い
る
活
動
で
あ
る
。
社
会
経
済
の
動
向
や
財
政
の
現
状
と
の

関
係
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
観
点
か
ら
検
査
を
行
う
か
。
各
国
の
検
査
院
や
行

政
活
動
の
動
向
は
ど
う
か
。
検
査
活
動
の
基
礎
と
な
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
独
自

の
調
査
を
行
っ
て
お
り
、
研
究
誌
で
あ
る
『
会
計
検
査
研
究
』
を
は
じ
め
、
会
計

検
査
院
の
多
く
の
報
告
書
か
ら
そ
の
成
果
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
先
述
し

た
社
会
保
障
に
係
る
研
究
や
国
際
的
な
動
向
に
係
る
蓄
積
も
多
い
と
こ
ろ
に
特
徴

が
あ
る
。 
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一
．
四 

小
括 

 

会
計
検
査
院
は
、
内
閣
に
対
し
独
立
の
地
位
を
有
す
る
、
憲
法
上
の
特
別
の
機

関
で
あ
る
。
会
計
検
査
院
の
機
能
的
特
徴
は
、
国
会
を
中
心
と
し
た
財
政
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
を
中
心
に
解
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
具
体
的
な
検
査
や
意
見
表
示
に
よ
り

外
部
監
察
を
行
う
機
関
で
あ
る
と
い
う
性
格
上
、
検
査
に
関
す
る
機
能
、
政
策
評

価
に
関
す
る
機
能
も
有
し
て
い
る
。
検
査
活
動
の
レ
ベ
ル
で
は
、
国
家
政
策
や
社

会
的
状
況
を
踏
ま
え
、
検
査
及
び
意
見
表
示
を
通
じ
た
外
部
監
察
を
行
っ
て
い
る

こ
と
が
確
認
で
き
る
。 

会
計
検
査
院
の
組
織
文
書
は
、
以
上
の
よ
う
な
会
計
検
査
院
の
組
織
・
活
動
に

準
じ
て
作
成
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
次
章
で
は
、
会
計
検
査
院
の
組

織
文
書
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
分
析
し
て
み
た
い
。 

  

二 

会
計
検
査
院
の
組
織
文
書 

 

 

一
章
で
確
認
し
た
機
能
的
特
徴
を
有
す
る
組
織
に
お
い
て
、
実
際
に
は
ど
の
よ

う
な
文
書
が
作
成
・
保
存
さ
れ
、
当
館
へ
移
管
さ
れ
て
い
る
か
。
本
章
で
は
、
戦

後
の
院
法
下
に
お
け
る
文
書
管
理
規
程
を
参
照
し
な
が
ら
保
存
の
措
置
が
定
め
ら

れ
た
文
書
の
変
遷
を
概
観
し
、
当
館
へ
の
移
管
済
み
資
料
群
の
特
徴
を
検
討
す
る
。 

 

二
．
一 

文
書
管
理
規
程
等
に
み
る
文
書
類
型
の
変
遷 

会
計
検
査
院
の
文
書
管
理
制
度
に
つ
い
て
は
、
中
野
目
徹
・
熊
本
史
雄
編
『
近

代
日
本
公
文
書
管
理
制
度
史
料
集
』
に
お
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
39

。
本
節

も
両
氏
の
成
果
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。 

中
野
目
・
熊
本
両
氏
の
成
果
に
学
び
な
が
ら
、
組
織
と
対
応
す
る
形
で
文
書
管

理
規
程
等
の
変
遷
が
わ
か
る
よ
う
ま
と
め
た
も
の
が
【
表
１
】
で
あ
る
。
明
治
二

十
二
年
に
文
書
取
扱
順
序
が
、
翌
二
十
三
年
に
編
纂
規
程
が
制
定
さ
れ
、
明
治
三

十
二
年
に
い
た
っ
て
文
書
取
扱
規
程
が
定
め
ら
れ
、
大
正
十
三
年
に
改
正
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
以
降
、
昭
和
十
六
年
頃
に
秘
密
文
書
取
扱
内
規
が
制
定
さ
れ
て
い
る
。

戦
後
に
な
り
、
昭
和
二
十
五
年
に
会
計
検
査
院
文
書
取
扱
規
程
、
昭
和
三
十
五
年

に
会
計
検
査
院
事
務
総
局
文
書
取
扱
規
程
、
平
成
十
三
年
に
文
書
管
理
規
程
が
制

定
さ
れ
て
い
る
。 

現
行
の
会
計
検
査
院
文
書
管
理
規
程
（
平
成
十
三
年
三
月
二
十
八
日
会
計
検
査

院
長
決
定
、
平
成
三
十
一
年
三
月
十
八
日
改
正
）
に
お
い
て
移
管
基
準
が
定
め
ら

れ
て
い
る
文
書
及
び
文
書
類
型
が
、
昭
和
二
十
五
年
以
降
平
成
二
十
三
年
ま
で
の

文
書
取
扱
規
定
及
び
文
書
管
理
規
程
に
お
い
て
定
め
ら
れ
て
い
る
か
ど
う
か
遡
っ

て
検
討
し
た
も
の
が
【
表
２
】
で
あ
る
40

。
こ
の
表
を
参
照
し
な
が
ら
、
具
体
的

に
文
書
及
び
保
存
期
間
の
変
遷
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。 

 会会
計計
検検
査査
院院
文文
書書
取取
扱扱
規規
程程
（（
昭昭
和和
二二
十十
五五
年年
九九
月月
十十
一一
日日
事事
務務
総総
局局
規規
程程
第第
七七

号号
））  昭

和
二
十
五
年
の
会
計
検
査
院
文
書
取
扱
規
程
（
昭
和
二
十
五
年
九
月
十
一
日

事
務
総
局
規
程
第
七
号
）
第
二
十
一
条
に
お
い
て
、
「
各
局
課
文
書
取
扱
主
任
官

は
、
別
表
三
の
簿
冊
を
備
え
文
書
を
集
て
つ
す
る
」
と
定
め
ら
れ
た
。
別
表
三
に

基
づ
き
課
の
業
務
ご
と
に
作
成
さ
れ
た
文
書
は
、
文
書
取
扱
規
程
第
三
十
二
条
に

お
い
て
、
保
存
年
限
を
第
一
類
か
ら
第
三
類
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
永
久
保
存
・
一
〇

年
保
存
・
五
年
保
存
の
三
区
分
と
す
る
こ
と
、
保
存
す
る
文
書
の
よ
り
詳
細
な
類

別
は
別
表
四
に
よ
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
。 
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別
表
四 

第
一
類 

一 

検
査
官
会
議
決
議
録 

二 
検
査
官
会
議
議
事
録 

三 

検
査
官
会
議
議
事
整
理
簿 

四 

会
計
検
査
院
統
計 

五 

官
報
登
載
原
簿 

六 

別
表
三
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
従
い
、
総
務
課
文
書
取
扱
主
任
官
の

集
て
つ
す
る
文
書 

七 

実
地
検
査
箇
所
台
帳 

八 

そ
の
他
特
に
事
務
総
長
が
永
久
保
存
を
命
じ
た
文
書 

第
二
類 

一 

計
算
書 

二 

確
認
報
告
書
及
び
確
認
金
額
追
報
告
書 

三 

決
算
内
訳
表
及
び
決
算
表 

四 

実
地
検
査
申
報
書 

五 

別
表
三
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
従
い
、
検
定
意
見
課
審
査
課
及
び
各

局
附
の
文
書
取
扱
主
任
官
の
集
て
つ
す
る
文
書 

第
三
類 

 
 
 
 
 
 

第
一
類
又
は
第
二
類
に
属
し
な
い
文
書 

 

別
表
四
で
は
、
一
．
二
で
確
認
し
た
検
査
官
会
議
に
つ
い
て
、
そ
の
意
思
決
定

の
記
録
で
あ
る
「
検
査
官
会
議
決
議
録
」
、
同
「
議
事
録
」
、
同
「
議
事
整
理
簿
」

が
永
久
保
存
と
さ
れ
て
い
る
。
「
検
査
官
会
議
決
議
録
」
及
び
「
会
計
検
査
院
統

計
」
は
、
大
正
十
三
年
の
文
書
取
扱
規
程
改
正
（
大
正
十
三
年
七
月
二
十
四
日
院

中
達
第
六
号
）
に
お
い
て
「
総
会
議
決
議
録
」
「
会
計
検
査
院
統
計
」
の
類
型
で

永
年
保
存
と
さ
れ
た
文
書
と
一
連
の
カ
テ
ゴ
リ
に
分
類
可
能
で
あ
る
。
こ
れ
に
加

え
、
「
官
報
登
載
原
簿
」
、
「
実
地
検
査
箇
所
台
帳
」
も
永
年
保
存
と
さ
れ
た
。
ま

た
、
「
総
務
課
文
書
取
扱
主
任
官
の
集
て
つ
す
る
文
書
」
及
び
「
そ
の
他
特
に
事

務
総
長
が
永
久
保
存
を
命
じ
た
文
書
」
を
永
久
保
存
と
し
て
整
理
し
て
い
る
。 

 

会会
計計
検検
査査
院院
事事
務務
総総
局局
文文
書書
取取
扱扱
規規
程程
（（
昭昭
和和
三三
十十
五五
年年
十十
二二
月月
二二
十十
日日
事事
務務
総総

局局
規規
程程
第第
三三
号号
））  

昭
和
二
十
五
年
の
規
程
を
さ
ら
に
整
理
す
る
形
で
、
「
会
計
検
査
院
事
務
総
局

文
書
取
扱
規
程
」
（
昭
和
三
十
五
年
十
二
月
二
十
日
事
務
総
局
規
程
第
三
号
）
が

制
定
さ
れ
る
。
同
規
程
第
二
十
四
条
に
よ
り
、
保
存
年
限
は
別
表
五
及
び
六
に
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
、
永
久
保
存
・
一
〇
年
保
存
・
五
年
保
存
・
主

管
の
課
長
が
定
め
る
期
間
の
四
区
分
が
示
さ
れ
た
。
な
お
、
「
一
般
文
書
引
継
目

録
」
に
つ
い
て
の
み
、
「
当
該
目
録
に
記
載
さ
れ
た
保
存
期
限
の
う
ち
最
長
の
も

の
ま
で
の
期
間
」
と
す
る
保
存
期
間
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。 

別
表
五
及
び
六
で
は
、
保
存
年
限
と
と
も
に
具
体
的
な
文
書
類
型
が
定
め
ら
れ

て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
検
査
官
会
議
関
係
の
文
書
に
つ
い
て
、
「
検
査
官
の

合
議
お
よ
び
検
査
官
会
議
へ
の
協
議
に
つ
い
て
上
記
〔
＝
検
査
官
会
議
決
議
録
・

検
査
官
会
議
議
事
録
・
検
査
官
会
議
議
事
整
理
簿 

― 

引
用
者
〕
の
各
文
書
に
準

じ
て
作
成
さ
れ
た
文
書
」
と
い
う
類
型
が
追
加
さ
れ
た
ほ
か
、
「
国
会
と
の
交
渉

に
関
す
る
文
書
」
「
検
査
を
受
け
る
も
の
の
指
定
に
関
す
る
文
書
」
「
人
事
記
録
」

「
勤
務
記
録
カ
ー
ド
」
「
会
計
検
査
院
法
、
会
計
検
査
院
規
則
お
よ
び
会
計
検
査

院
事
務
総
局
規
程
の
制
定
お
よ
び
改
廃
に
関
す
る
文
書
」
「
国
の
会
計
経
理
に
関

す
る
法
令
等
の
制
定
ま
た
は
改
廃
の
事
前
通
知
に
関
す
る
文
書
」
「
計
算
証
明
規

則
に
基
づ
く
指
定
お
よ
び
承
認
に
関
す
る
文
書
」
が
新
た
に
永
久
保
存
す
べ
き
文
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書
と
さ
れ
た
。
「
決
算
統
計
」
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
永
久
保
存
と
さ
れ
て
い
る
。 

ま
た
、
新
た
に
、
法
規
課
作
成
の
「
法
令
等
の
改
善
に
関
す
る
意
見
の
表
示
お

よ
び
処
置
の
要
求
に
関
す
る
文
書
」
が
一
〇
年
保
存
の
類
型
と
し
て
示
さ
れ
た
。

同
じ
く
一
〇
年
保
存
と
し
て
、
検
査
課
作
成
の
「
債
権
現
在
額
報
告
書
」
「
債
権

現
在
額
総
計
算
書
」
「
物
品
増
減
及
び
現
在
額
報
告
書
」
「
物
品
増
減
及
び
現
在
額

総
計
算
書
」
の
類
型
も
示
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
二
十
五
年
の
規
程
か
ら
引
き
続
き

永
年
保
存
で
あ
る
「
検
査
箇
所
台
帳
」
及
び
「
検
査
を
受
け
る
も
の
の
指
定
に
関

す
る
文
書
」
を
除
き
、
検
査
に
関
す
る
文
書
は
五
年
か
ら
一
〇
年
保
存
が
原
則
で

あ
る
。 

  

会会
計計
検検
査査
院院
文文
書書
管管
理理
規規
程程
（（
平平
成成
十十
三三
年年
三三
月月
二二
十十
八八
日日
会会
計計
検検
査査
院院
長長
決決
定定
））  

昭
和
三
十
五
年
の
規
定
が
大
幅
に
変
更
さ
れ
る
の
は
、
会
計
検
査
院
文
書
管
理

規
程
（
平
成
十
三
年
三
月
二
十
八
日
会
計
検
査
院
長
決
定
）
に
お
い
て
で
あ
る
41

。

平
成
十
三
年
、
行
政
機
関
情
報
公
開
法
の
施
行
に
伴
い
、
そ
の
運
用
は
「
行
政
文

書
の
管
理
方
策
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
（
平
成
十
二
年
二
月
二
十
五
日
各
省

庁
事
務
連
絡
会
議
申
合
せ
）
に
沿
っ
て
行
う
も
の
と
さ
れ
た
42

。
会
計
検
査
院
文

書
管
理
規
程
も
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
定
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
保
存

期
間
は
、
三
〇
年
・
一
〇
年
・
五
年
・
三
年
・
一
年
・
一
年
未
満
と
さ
れ
た
。
移

管
状
況
の
記
録
帳
簿
に
関
し
て
の
み
「
当
該
帳
簿
に
記
載
さ
れ
た
保
存
期
間
の
う

ち
最
長
の
も
の
ま
で
の
期
間
」
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
規
程
か
ら
、
保
存
期
間
の

上
限
は
三
〇
年
と
な
り
、
永
久
保
存
が
設
け
ら
れ
な
く
な
る
。
三
〇
年
保
存
と
さ

れ
た
文
書
は
、
昭
和
三
十
五
年
の
文
書
取
扱
規
程
で
永
久
保
存
と
さ
れ
て
い
た
文

書
を
基
本
と
し
て
い
る
。
国
又
は
行
政
機
関
を
当
事
者
と
す
る
訴
訟
の
「
判
決
書

（
正
本
）
」
、
「
国
有
財
産
台
帳
」
、
「
決
裁
簿
」
、
「
行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
管
理
簿
」
、

「
公
印
の
制
定
・
改
正
又
は
廃
止
を
行
う
た
め
の
決
裁
文
書
」
等
が
三
〇
年
保
存

文
書
に
新
た
に
加
え
ら
れ
た
文
書
類
型
で
あ
る
。
こ
の
規
程
に
よ
り
、
「
国
会
と

の
交
渉
に
関
す
る
文
書
」
は
一
〇
年
保
存
と
な
り
、
「
人
事
記
録
」
「
勤
務
記
録
カ

ー
ド
」
は
保
存
期
間
基
準
表
に
示
さ
れ
な
く
な
っ
た
。
ま
た
、
行
政
機
関
情
報
公

開
法
の
関
係
か
ら
、
一
〇
年
保
存
文
書
と
し
て
「
会
計
検
査
院
情
報
公
開
審
査
会

の
答
申
」
、
「
情
報
公
開
請
求
に
係
る
審
査
基
準
」
、
「
行
政
不
服
申
立
て
の
裁
決
書

（
又
は
決
定
書
）
」
等
が
類
型
と
し
て
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
他
、
一

〇
年
保
存
と
し
て
「
概
算
要
求
書
」
、
「
叙
勲
、
褒
章
又
は
各
種
表
彰
の
決
裁
文
書
」

及
び
「
国
会
か
ら
の
検
査
要
請
に
関
す
る
文
書
」
、
五
年
保
存
と
し
て
「
廃
棄
簿
」

の
類
型
が
新
た
に
示
さ
れ
て
い
る
。 

「
行
政
文
書
の
管
理
方
策
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
及
び
他
の
行
政
機
関
の

定
め
と
の
大
き
な
違
い
は
、
行
政
活
動
の
基
本
的
な
事
項
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
る

「
法
令
の
制
定
又
は
改
廃
及
び
そ
の
経
緯
」
及
び
「
政
策
の
決
定
及
び
そ
の
経
緯
」

に
該
当
す
る
項
目
が
作
成
さ
れ
ず
、
会
計
検
査
院
法
及
び
会
計
検
査
院
規
則
の
み

単
独
立
項
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
会
計
検
査
院
に
そ
の
機
能
が
な

い
こ
と
に
起
因
す
る
特
徴
で
あ
る
と
い
え
る
。 

こ
れ
以
降
の
大
き
な
改
正
は
平
成
二
十
三
年
の
公
文
書
管
理
法
制
定
に
と
も
な

う
も
の
で
あ
る
。
平
成
十
三
年
の
文
書
管
理
規
程
で
定
め
ら
れ
た
別
表
が
さ
ら
に

整
理
さ
れ
、
移
管
・
廃
棄
の
措
置
が
定
め
ら
れ
る
。
詳
細
に
つ
い
て
は
次
節
で
述

べ
る
こ
と
と
し
た
い
。 

 二
．
二 

移
管
基
準
の
変
遷 

 

平
成
二
十
三
年
に
改
正
さ
れ
た
文
書
管
理
規
程
の
検
討
に
先
立
っ
て
、
本
節
で

は
当
館
へ
の
移
管
基
準
の
変
遷
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。 

公
文
書
管
理
法
以
前
の
当
館
へ
の
移
管
基
準
の
変
遷
に
つ
い
て
は
す
で
に
栃
木
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論
文
（
二
〇
一
一
・
二
〇
一
五
）
及
び
本
村
論
文
（
二
〇
一
六
）
に
お
い
て
詳
細

な
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
。
本
節
の
検
討
は
、
以
上
の
検
討
に
会
計
検
査
院
の
移

管
基
準
を
補
足
す
る
も
の
で
あ
る
。 

会
計
検
査
院
の
当
館
へ
の
移
管
に
つ
い
て
、
行
政
機
関
情
報
公
開
法
施
行
か
ら

公
文
書
管
理
法
施
行
前
（
平
成
十
三
～
十
六
年
、
平
成
十
七
～
二
十
二
年
）
に
か

け
て
は
合
計
五
点
の
通
知
に
も
と
づ
き
基
準
が
定
め
ら
れ
、
管
理
法
施
行
後
（
平

成
二
十
三
年
～
現
在
）
は
会
計
検
査
院
文
書
管
理
規
程
に
お
い
て
移
管
・
廃
棄
が

定
め
ら
れ
た
。 

 二
．
二
．
一 

平
成
十
三
～
十
六
年 

平
成
十
二
年
以
前
、
当
館
に
お
い
て
各
省
庁
を
対
象
に
開
催
さ
れ
た
移
管
事
務
連

絡
会
議
の
案
内
先
に
会
計
検
査
院
は
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
43

。

ま
た
、
同
年
、
総
理
府
の
移
管
基
準
等
検
討
会
に
関
す
る
移
管
済
み
文
書
の
な
か

に
、
総
理
府
大
臣
官
房
総
務
課
作
成
と
み
ら
れ
る
「
今
後
の
協
議
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
つ
い
て
」
（
平
成
十
二
年
十
月
五
日
）
と
い
う
文
書
綴
り
が
あ
る
。
会
計
検
査

院
に
つ
い
て
は
、
移
管
に
つ
い
て
の
「
協
議
窓
口
（
担
当
課
）
を
ど
う
す
る
か
」
、

「
一
回
目
の
会
合
を
開
催
し
、
取
り
あ
え
ず
課
題
を
認
識
し
て
も
ら
う
」
、
「
「
非

現
用
文
書
の
有
無
」
→
「
移
管
希
望
の
有
無
」
に
つ
い
て
も
早
い
時
期
に
要
照
会
」

と
の
記
述
が
あ
る
。
文
脈
は
不
明
な
が
ら
、
「
今
の
と
こ
ろ
全
く
や
っ
て
な
い
」

と
の
書
き
込
み
の
メ
モ
も
見
ら
れ
る
44

。
以
上
の
記
述
か
ら
、
平
成
十
二
年
以
降
、

事
務
的
な
手
続
き
も
含
め
た
移
管
に
つ
い
て
の
協
議
が
は
じ
ま
っ
た
こ
と
が
う
か

が
え
る
。 

こ
の
移
管
基
準
検
討
会
に
よ
る
協
議
を
通
じ
て
、
憲
法
上
の
独
立
機
関
と
し
て
、

他
の
行
政
機
関
と
は
別
に
、
三
点
の
申
合
せ
及
び
内
閣
総
理
大
臣
決
定
・
内
閣
総

理
大
臣
通
知
に
よ
る
移
管
の
取
り
決
め
が
な
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
①
「
歴
史
資

料
と
し
て
重
要
な
公
文
書
等
の
適
切
な
保
存
の
た
め
に
必
要
な
措
置
に
つ
い
て
」

（
平
成
十
三
年
三
月
三
十
日
内
閣
総
理
大
臣
・
会
計
検
査
院
長
申
合
せ
）
、
②

「
歴
史
資
料
と
し
て
重
要
な
公
文
書
等
の
適
切
な
保
存
の
た
め
に
必
要
な
措
置
に

つ
い
て
（
平
成
十
三
年
三
月
三
十
日 

内
閣
総
理
大
臣
会
計
検
査
院
長
申
合
せ
）

の
実
施
に
つ
い
て
」
（
平
成
十
三
年
三
月
三
十
日
内
閣
府
大
臣
官
房
長
・
会
計
検

査
院
事
務
総
局
次
長
申
合
せ
）
及
び
③
「
歴
史
資
料
と
し
て
重
要
な
公
文
書
等
の

内
閣
総
理
大
臣
へ
の
移
管
手
続
き
に
つ
い
て
」
（
平
成
十
三
年
三
月
三
十
日
内
閣

府
大
臣
官
房
企
画
調
整
課
長
・
会
計
検
査
院
事
務
総
長
官
房
総
務
課
長
申
合
せ
）

に
よ
る
取
り
決
め
に
基
づ
い
て
移
管
が
行
わ
れ
て
い
る
45

。 

ま
ず
①
に
つ
い
て
、
国
立
公
文
書
館
法
第
十
五
条
第
一
項
（
当
時
）
に
基
づ
き
、

移
管
を
検
討
す
る
「
歴
史
資
料
と
し
て
重
要
な
公
文
書
等
」
は
、
「
会
計
検
査
院

の
過
去
の
主
要
な
活
動
を
跡
づ
け
る
た
め
に
必
要
な
、
会
計
検
査
院
の
所
掌
に
係

る
重
要
事
項
に
関
す
る
意
思
決
定
」
及
び
そ
の
「
決
定
に
至
る
ま
で
の
審
議
、
検

討
又
は
協
議
の
過
程
」
に
つ
い
て
の
文
書
と
さ
れ
た
。
他
の
行
政
機
関
の
定
め
に

お
い
て
は
「
我
が
国
政
府
の
過
去
の
主
要
な
活
動
を
跡
づ
け
る
た
め
に
必
要
な
、

国
政
上
の
重
要
な
事
項
又
は
そ
の
他
の
所
管
行
政
上
の
重
要
な
事
項
の
う
ち
所
管

行
政
に
係
る
重
要
な
政
策
等
国
政
上
の
重
要
な
事
項
に
準
ず
る
重
要
性
が
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
も
の
に
係
る
意
思
決
定
」
及
び
そ
の
「
決
定
に
至
る
ま
で
の
審
議
、

検
討
又
は
協
議
の
過
程
及
び
そ
の
決
定
に
基
づ
く
施
策
の
遂
行
過
程
」
が
記
録
さ

れ
た
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
規
定
ぶ
り
と
大
き
な
違
い
は
な
い
。 

詳
細
は
②
に
お
い
て
定
め
ら
れ
て
い
る
。
「
会
計
検
査
に
係
る
重
要
事
項
に
関

す
る
意
思
決
定
を
行
う
た
め
の
決
議
文
書
（
当
該
決
議
文
書
と
一
体
不
可
分
の
記

録
で
あ
っ
て
、
当
該
決
議
文
書
の
内
容
又
は
当
該
意
思
決
定
に
至
る
ま
で
の
審
議
、

検
討
若
し
く
は
協
議
の
過
程
が
記
録
さ
れ
た
も
の
を
含
む
。
）
」
、
「
昭
和
二
十
年
ま

で
に
作
成
さ
れ
、
又
は
取
得
さ
れ
た
も
の
」
を
中
心
に
移
管
が
定
め
ら
れ
た
。
他
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の
行
政
機
関
と
の
定
め
で
は
、
「
国
政
上
の
重
要
事
項
等
に
係
る
意
思
決
定
に
基

づ
く
当
該
行
政
機
関
の
事
務
及
び
事
業
の
実
績
が
記
録
さ
れ
た
も
の
」
も
移
管
と

さ
れ
て
い
る
が
、
会
計
検
査
院
の
場
合
、
こ
の
時
点
で
は
「
国
政
上
の
重
要
事
項

等
」
の
項
目
が
存
在
し
な
い
点
に
特
徴
が
あ
る
。
ま
た
、
「
歴
史
資
料
と
し
て
重

要
な
公
文
書
等
の
適
切
な
保
存
の
た
め
に
必
要
な
措
置
に
つ
い
て
（
平
成
十
三
年

三
月
三
十
日
閣
議
決
定
）
等
の
運
用
に
つ
い
て
」
（
平
成
十
三
年
三
月
三
十
日
各

府
省
庁
文
書
課
長
等
申
合
せ
）
の
別
表
に
準
じ
る
取
り
決
め
も
な
さ
れ
て
い
な
い
46

。 

以
上
①
及
び
②
に
基
づ
き
、
内
閣
総
理
大
臣
が
会
計
検
査
院
長
の
申
し
出
を
受

け
、
国
立
公
文
書
館
の
意
見
を
聴
い
て
、
同
館
に
お
い
て
保
存
す
る
こ
と
が
適
当

な
も
の
と
し
て
移
管
を
受
け
る
対
象
に
つ
い
て
会
計
検
査
院
長
と
協
議
す
る
こ
と

と
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
会
計
検
査
院
長
と
の
合
意
に
基
づ
き
移
管
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。 

 二
．
二
．
二 

平
成
十
七
～
二
十
二
年 

二
．
二
．
一
の
移
管
基
準
は
、
平
成
十
七
年
七
月
十
二
日
に
改
正
さ
れ
て
い
る
。

移
管
と
さ
れ
る
文
書
と
し
て
、
す
で
に
取
り
決
め
ら
れ
て
い
た
「
会
計
検
査
に
係

る
重
要
事
項
に
関
す
る
意
思
決
定
を
行
う
た
め
の
決
議
文
書
」
及
び
「
昭
和
二
十

年
ま
で
に
作
成
さ
れ
、
又
は
取
得
さ
れ
た
文
書
」
に
加
え
、
「
保
存
期
間
が
三
〇

年
以
上
経
過
し
た
文
書
」
、
「
事
務
総
長
以
上
の
決
裁
し
た
文
書
」
、
「
会
計
検
査
院

が
そ
の
施
策
等
を
一
般
に
周
知
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
作
成
し
た
広
報
誌
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
ポ
ス
タ
ー
、
ビ
デ
オ
等
の
広
報
資
料
」
、
「
予
算
書
、
決
算
書
、

年
次
報
告
書
等
の
毎
年
又
は
隔
年
等
に
定
期
的
に
作
成
さ
れ
る
文
書
の
う
ち
、
会

計
検
査
院
長
と
移
管
に
つ
い
て
協
議
し
、
包
括
的
な
合
意
が
な
さ
れ
た
も
の
」
及

び
「
合
意
し
た
特
定
の
国
政
上
の
重
要
事
項
等
に
関
連
し
て
作
成
さ
れ
た
文
書
で

あ
っ
て
、
会
計
検
査
院
長
と
移
管
に
つ
い
て
協
議
し
、
合
意
に
達
し
た
も
の
」
と

定
め
ら
れ
た
。
他
の
行
政
機
関
の
定
め
に
お
い
て
は
、
以
上
に
加
え
て
「
閣
議
請

議
に
関
す
る
文
書
」
「
文
書
閲
覧
制
度
に
基
づ
き
閲
覧
目
録
に
搭
載
さ
れ
た
文
書
」

に
該
当
す
る
も
の
も
移
管
と
さ
れ
て
い
る
が
、
会
計
検
査
院
の
場
合
こ
の
定
め
は

な
い
。
ま
た
、
「
歴
史
資
料
と
し
て
重
要
な
公
文
書
等
の
適
切
な
保
存
の
た
め
に

必
要
な
措
置
に
つ
い
て
（
平
成
十
三
年
三
月
三
十
日
閣
議
決
定
）
等
の
運
用
に
つ

い
て
」
（
平
成
十
三
年
三
月
三
十
日
各
府
省
庁
文
書
課
長
等
申
合
せ
、
平
成
十
七

年
六
月
三
十
日
改
正
）
」
の
別
表
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
「
歴
史
資
料
と
し
て
重

要
な
公
文
書
等
」
と
し
て
内
閣
総
理
大
臣
（
国
立
公
文
書
館
）
等
に
移
管
す
る
こ

と
が
適
当
な
行
政
文
書
の
類
型
の
定
め
も
な
い
。 

平
成
十
九
年
七
月
九
日
に
は
④
「
公
文
書
等
の
適
切
な
保
存
の
た
め
の
特
定
の

国
政
上
の
重
要
事
項
等
の
指
定
に
つ
い
て
」(

平
成
十
九
年
七
月
九
日
内
閣
総
理

大
臣
決
定)

及
び
⑤
「
定
期
的
に
作
成
さ
れ
る
行
政
文
書
の
移
管
に
つ
い
て(

平
成

十
九
年
七
月
九
日
内
閣
総
理
大
臣
通
知
）」
が
出
さ
れ
て
い
る
。 

④
に
お
い
て
は
、
他
省
庁
同
様
、
「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
関
連
施
策
」
「
オ
ウ
ム

真
理
教
対
策
」
「
病
原
性
大
腸
菌
Ｏ
１
５
７
対
策
」
「
中
央
省
庁
等
改
革
」
「
情
報

公
開
法
制
定
」
「
不
良
債
権
処
理
関
連
施
策
」
「
気
候
変
動
に
関
す
る
京
都
会
議
関

連
施
策
」
「
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
日
韓
共
催
」
の
八
項
目
が
具
体
的
に
示

さ
れ
た
。 

⑤
の
通
知
に
は
、
参
考
と
し
て
、
各
行
政
機
関
あ
て
「
定
期
的
に
作
成
さ
れ
る

行
政
文
書
の
移
管
に
つ
い
て
（
通
知
）
」
が
添
付
さ
れ
て
い
る
。
通
知
の
中
で
、

定
期
的
に
作
成
さ
れ
る
行
政
文
書
と
し
て
、
予
算
・
決
算
関
係
、
年
次
報
告
書
等

関
係
、
政
策
評
価
・
行
政
評
価
・
監
視
関
係
、
組
織
・
定
員
関
係
、
法
人
関
係
、

補
助
金
・
地
方
交
付
税
等
関
係
、
文
書
管
理
関
係
、
統
計
関
係
、
栄
典
関
係
、
人

事
院
勧
告
関
係
、
事
務
の
概
要
等
関
係
の
十
一
区
分
が
示
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の

「
定
期
的
に
作
成
さ
れ
る
行
政
文
書
」
の
う
ち
、
「
会
計
検
査
院
に
該
当
す
る
も
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の
」
及
び
「
決
算
検
査
報
告
」
が
移
管
基
準
に
追
加
さ
れ
た
47

。 

 

二
．
二
．
三 

平
成
二
十
三
年
～
現
在 

会
計
検
査
院
文
書
管
理
規
程
（
平
成
十
三
年
三
月
二
十
八
日
会
計
検
査
院
長
決

定
）
は
、
平
成
二
十
三
年
の
公
文
書
管
理
法
の
施
行
に
伴
い
定
め
ら
れ
た
「
行
政

文
書
の
管
理
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
（
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
内
閣
総
理

大
臣
決
定
）
に
沿
う
形
で
改
正
さ
れ
て
い
る
48

。
平
成
二
十
三
年
三
月
二
十
八
日

改
正
の
会
計
検
査
院
文
書
管
理
規
程
で
は
、
別
表
第
２
の
１
基
本
的
考
え
方
【
Ⅰ
】

【
Ⅱ
】
【
Ⅲ
】
【
Ⅳ
】
に
基
づ
き
、
具
体
的
な
移
管
・
廃
棄
の
判
断
指
針
が
定
め
ら

れ
た
49

。
こ
の
う
ち
移
管
と
さ
れ
た
の
は
【
表
５
】
の
２(

１)

①
か
ら
２(

３)

ま

で
の
灰
色
の
十
六
の
事
項
で
あ
る
。
一
．
三
で
確
認
し
た
国
際
会
議
に
関
す
る
事

項
も
こ
の
時
点
で
定
め
ら
れ
た
。 

「
は
じ
め
に
」
で
触
れ
た
よ
う
に
、
公
文
書
管
理
法
に
お
い
て
、
会
計
検
査
院

の
文
書
管
理
規
程
は
、
行
政
文
書
管
理
規
則
に
関
す
る
内
閣
総
理
大
臣
の
同
意
を

必
要
と
せ
ず
（
第
十
条
第
三
項
）
、
独
自
に
定
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
他
の

行
政
機
関
と
は
、
平
成
十
三
年
の
文
書
管
理
規
程
と
同
様
、
会
計
検
査
院
の
業
務

に
準
ず
る
整
理
が
な
さ
れ
て
い
る
点
に
差
異
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
法
律
」

「
条
約
」
「
政
令
」
「
閣
議
」
「
関
係
行
政
機
関
の
長
で
構
成
さ
れ
る
会
議
」

「
省
議
」
「
複
数
の
行
政
機
関
に
よ
る
申
合
せ
」
に
関
す
る
事
項
は
な
く
、
「
他

の
行
政
機
関
に
対
し
て
示
す
基
準
」
「
地
方
公
共
団
体
に
対
し
て
示
す
基
準
」

「
告
示
・
訓
令
及
び
通
達
」
「
機
構
及
び
定
員
」
「
独
立
行
政
法
人
等
」
「
公
共

事
業
」
等
に
関
す
る
項
目
も
立
て
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
一
．
一
で
指
摘
し
た

「
政
策
評
価
」
に
関
す
る
事
項
も
存
在
し
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
【
表
５
】
の

10
か
ら
21
の
事
項
に
つ
い
て
、
業
務
に
即
し
て
整
理
し
、
独
自
の
規
程
を
作
成

し
て
い
る
。 

平
成
二
十
三
年
か
ら
現
在
ま
で
の
あ
い
だ
に
お
い
て
、
移
管
・
廃
棄
に
関
わ
る

措
置
に
つ
い
て
大
き
な
改
正
点
は
三
点
指
摘
で
き
る
。
ま
ず
、
平
成
二
十
九
年
三

月
三
十
一
日
の
改
正
に
よ
り
、
会
計
検
査
院
文
書
管
理
規
程
別
表
第
２
の
２(

１)

の
①
の
15
「
決
算
の
統
計
に
関
す
る
事
項
」
が
削
除
さ
れ
て
い
る
50

。
会
計
検
査

院
の
独
自
の
規
程
に
関
す
る
大
き
な
変
更
で
あ
る
。
次
に
、
平
成
二
十
九
年
十
二

月
二
十
六
日
に
改
正
さ
れ
た
「
行
政
文
書
の
管
理
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の

別
表
第
２
の
２(

２)

の
②
に
該
当
す
る
規
定
が
な
い
点
で
あ
る
51

。
他
の
行
政
機

関
で
は
、
「
所
掌
事
務
の
中
か
ら
国
民
的
関
心
が
極
め
て
高
い
政
策
や
、
基
本
的

制
度
を
新
設
又
は
抜
本
的
に
変
更
す
る
よ
う
な
政
策
を
重
要
政
策
と
し
て
選
定
」

し
、
こ
の
項
目
に
該
当
す
る
文
書
は
移
管
と
な
っ
た
が
、
会
計
検
査
院
で
は
こ
の

規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
な
い
52

。
一
方
、
平
成
三
十
年
三
月
十
九
日
、「
行
政
文
書

の
管
理
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
改
正
に
あ
わ
せ
て
、
会
計
検
査
院
文
書
管

理
規
程
別
表
第
２
の
２(

１)

の
①
の
９
「
文
書
の
管
理
等
に
関
す
る
事
項
」
の

「
移
管
・
廃
棄
簿
」
に
つ
い
て
、
保
存
期
間
満
了
時
の
措
置
が
廃
棄
か
ら
移
管
に

変
更
さ
れ
た
。
会
計
検
査
院
の
側
で
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
項
目
を
規
程
に
反
映
す

る
か
ど
う
か
選
択
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
事
例
で
あ
る
。 

 
 二

．
三 

移
管
済
み
文
書
の
検
討 

 

本
節
で
は
、
二
．
二
で
検
討
し
た
移
管
基
準
の
も
と
、
実
際
に
は
ど
の
よ
う
な

文
書
が
移
管
さ
れ
て
き
た
か
を
検
討
す
る
。
検
討
に
先
立
っ
て
、
移
管
済
み
文
書

に
つ
い
て
、
文
書
作
成
年
の
内
訳
を
部
局
別
に
【
表
３
】
に
ま
と
め
た
。
移
管
基

準
別
の
内
訳
に
つ
い
て
は
、
公
文
書
管
理
法
施
行
前
の
平
成
十
五
年
度
か
ら
二
十

二
年
度
と
施
行
後
の
平
成
二
十
三
年
度
か
ら
現
在
の
期
間
に
分
け
て
【
表
４
】
及

び
【
表
５
】
に
ま
と
め
た
。 
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会
計
検
査
院
の
文
書
は
平
成
十
五
年
度
以
降
毎
年
度
移
管
さ
れ
て
き
て
い
る
が
、

【
表
３
】
か
ら
は
、
会
計
検
査
院
の
移
管
済
み
文
書
全
体
の
傾
向
と
し
て
、
事
務

総
局
官
房
か
ら
の
移
管
が
一
二
九
〇
件
（
全
体
の
約
九
〇
％
）
と
も
っ
と
も
多
く
、

検
査
実
務
を
担
当
す
る
各
局
か
ら
の
文
書
は
一
三
八
件
（
全
体
の
約
一
〇
％
）
と

な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
官
房
の
一
二
九
〇
件
の
内
訳
の
う
ち
、
昭
和
二
十

七
年
度
ま
で
に
作
成
・
取
得
さ
れ
た
文
書
が
六
一
三
件
（
全
体
の
約
四
三
％
）
、

海
外
検
査
院
関
係
の
資
料
が
四
二
六
件
（
全
体
の
約
三
〇
％
）
、
そ
れ
以
外
の
広

報
・
年
報
関
係
が
一
四
四
件
（
全
体
の
約
一
〇
％
）
で
合
計
八
三
％
を
占
め
て
い

る
53

。
ま
た
、
昭
和
二
十
七
年
度
ま
で
に
作
成
・
取
得
さ
れ
た
文
書
は
、
す
べ
て

の
部
局
の
も
の
を
合
計
し
て
六
一
五
件
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
意
思
決
定
の
記
録
で

あ
る
総
会
議
・
検
査
官
会
議
等
の
会
議
・
議
決
関
係
文
書
が
三
三
一
件
（
全
体
の

約
二
三
％
、
昭
和
二
十
七
年
度
ま
で
に
作
成
・
取
得
さ
れ
た
文
書
の
約
五
四
％
）

を
占
め
て
い
る
。
ま
た
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
作
成
時
期
が
最
も
古
い
も
の
と
し
て
、

明
治
二
十
年
五
月
十
日
付
の
文
書
を
含
む
簿
冊
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
54

。

旧
憲
法
に
定
め
ら
れ
た
機
関
と
な
る
直
前
頃
か
ら
の
文
書
が
残
っ
て
い
る
と
い
え

る
。 【

表
４
】
に
よ
る
と
、
平
成
十
五
年
度
か
ら
十
六
年
度
に
つ
い
て
は
、
昭
和
二

十
年
ま
で
に
作
成
・
取
得
さ
れ
た
文
書
を
移
管
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
平
成

十
七
年
の
移
管
基
準
の
改
正
以
降
は
、
広
報
資
料
、
予
算
・
決
算
関
係
、
年
次
報

告
書
に
該
当
す
る
文
書
も
移
管
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
所
管
行
政
に
あ
た
る
会

計
検
査
業
務
に
関
す
る
文
書
も
、
一
部
移
管
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
平
成
十
九
年

度
以
降
は
「
決
算
検
査
報
告
」
に
つ
い
て
も
移
管
さ
れ
て
い
る
。
法
施
行
前
に
移

管
さ
れ
た
文
書
の
う
ち
特
有
の
文
書
と
し
て
は
、
海
外
検
査
院
関
係
の
資
料
四
二

六
件
が
あ
げ
ら
れ
る
55

。
移
管
さ
れ
た
の
は
平
成
二
十
年
度
か
ら
平
成
二
十
二
年

度
の
三
年
間
で
あ
る
。
重
要
事
項
に
関
す
る
意
思
決
定
文
書
に
つ
い
て
は
、
集
計

上
昭
和
二
十
七
年
度
ま
で
に
作
成
・
取
得
さ
れ
た
文
書
の
な
か
に
含
ん
で
い
る
が
、

内
訳
と
し
て
は
二
八
六
冊
移
管
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
当
時
は
、
「
昭
和
二
十
年

ま
で
に
作
成
さ
れ
、
ま
た
は
取
得
さ
れ
た
文
書
」
を
移
管
す
る
と
の
取
り
決
め
は

あ
っ
た
も
の
の
、
一
連
の
文
書
で
あ
れ
ば
、
昭
和
二
十
八
年
頃
ま
で
に
作
成
さ
れ

た
文
書
に
つ
い
て
移
管
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。 

平
成
二
十
三
年
の
公
文
書
管
理
法
施
行
以
降
は
新
た
な
移
管
基
準
に
則
っ
た
移

管
が
は
じ
ま
る
（
【
表
５
】
）
。
大
き
な
変
化
と
し
て
、
検
査
部
局
が
作
成
し
た
文

書
に
つ
い
て
の
継
続
し
た
移
管
が
は
じ
ま
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
検
査
部
局
か

ら
移
管
さ
れ
た
文
書
は
、
現
行
の
文
書
管
理
規
程
別
表
第
２
の
２(

１)

の
①
の
12

「
会
計
検
査
に
関
す
る
事
項
」
及
び
13
「
計
算
証
明
に
関
す
る
事
項
」
に
該
当
す

る
も
の
が
中
心
で
あ
る
が
、
一
部
調
査
報
告
書
も
含
ん
で
い
る
。 

ま
た
、
同
規
程
別
表
第
２
の
２(

１)

の
①
の
８
「
国
会
及
び
審
議
会
等
に
お
け

る
審
議
等
に
関
す
る
事
項
」
に
該
当
し
、
「
答
弁
資
料
」
が
移
管
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
国
会
と
の
協
議
に
関
す
る
文
書
は
、
２(

１)

の
①
の
12
「
会
計
検
査
に

関
す
る
事
項
」
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
、
移
管
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
国

会
へ
の
報
告
に
あ
た
る
「
決
算
検
査
報
告
」
「
国
会
及
び
内
閣
に
対
す
る
報
告
」

「
処
置
要
求
・
意
見
表
示
」
、
国
会
へ
の
説
明
に
関
す
る
経
緯
が
記
録
さ
れ
た

「
検
査
報
告
等
概
要
説
明
」
が
あ
る
。
以
上
の
文
書
に
つ
い
て
は
、
一
．
三
で
確

認
し
た
検
査
活
動
に
関
す
る
具
体
的
な
指
摘
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
一
．

一
で
触
れ
た
「
国
会
か
ら
の
検
査
要
請
」
に
つ
い
て
も
文
書
が
作
成
さ
れ
、
移
管

さ
れ
て
い
る
。 

な
お
、
同
規
程
別
表
第
２
の
２(

１)

の
①
の
10
「
検
査
官
会
議
に
関
す
る
事
項
」

が
四
件
に
と
ど
ま
る
の
は
、
平
成
二
十
八
年
度
移
管
分
ま
で
は
昭
和
二
十
七
年
度

ま
で
に
作
成
・
取
得
さ
れ
た
文
書
の
内
訳
に
含
ま
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。 

以
上
が
当
館
所
蔵
の
移
管
済
み
文
書
群
の
特
徴
で
あ
る
が
、
【
表
５
】
を
参
照
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す
る
と
、
文
書
管
理
規
程
に
お
い
て
移
管
と
な
る
文
書
類
型
が
定
め
ら
れ
て
い
る

も
の
の
、
該
当
な
し
と
な
っ
て
い
る
事
項
が
多
い
こ
と
も
わ
か
る
。
こ
の
点
を
踏

ま
え
、
次
章
に
お
い
て
、
移
管
予
定
文
書
を
加
え
た
移
管
資
料
群
の
全
体
像
に
つ

い
て
検
討
し
た
い
。 

三 

移
管
資
料
群
の
特
徴 

三
．
一 

移
管
資
料
群
の
特
徴 

ま
ず
、
本
節
で
は
、
令
和
元
（
二
〇
一
九
）
年
十
二
月
十
五
日
現
在
の
行
政
文

書
フ
ァ
イ
ル
管
理
簿
か
ら
、
保
存
期
間
満
了
時
の
措
置
が
移
管
に
設
定
さ
れ
て
い

る
移
管
予
定
文
書
二
三
二
五
件
に
つ
い
て
抽
出
し
、
分
析
を
加
え
た
。
こ
れ
に
二
．

三
で
検
討
し
た
移
管
済
み
文
書
一
四
二
八
件
を
加
え
、
現
行
の
会
計
検
査
院
文
書

管
理
規
程
（
平
成
十
三
年
三
月
二
十
八
日
会
計
検
査
院
長
決
定
、
平
成
三
十
一
年

三
月
十
八
日
改
正
）
別
表
第
２
の
移
管
事
項
該
当
性
及
び
作
成
部
局
の
別
に
よ
り

そ
の
内
訳
を
集
計
し
た
の
が
【
表
６
】
で
あ
る
。
移
管
済
み
文
書
と
移
管
予
定
文

書
か
ら
な
る
移
管
資
料
群
全
体
と
し
て
は
、
官
房
か
ら
の
三
二
三
三
件
、
検
査
部

局
か
ら
の
五
二
〇
件
、
合
計
三
七
五
三
件
か
ら
な
る
。 

こ
の
【
表
６
】
を
み
る
と
、
規
程
に
お
い
て
、
保
存
期
間
満
了
時
の
措
置
が
移

管
と
設
定
さ
れ
て
い
る
項
目
に
つ
い
て
、
ほ
ぼ
す
べ
て
に
対
応
す
る
文
書
が
作

成
・
保
存
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
移
管
の
措
置
は
設
定
さ
れ
て
い
る
が
、

フ
ァ
イ
ル
名
称
等
か
ら
該
当
性
が
確
認
で
き
て
い
な
い
事
項
は
、
別
表
第
２
の
２

(

１)

の
①
の
４
「
法
人
の
権
利
義
務
の
得
喪
及
び
そ
の
経
緯
」
、
１
基
本
的
考
え

方
【
Ⅱ
】
「
国
民
の
権
利
及
び
義
務
に
関
す
る
重
要
な
情
報
が
記
録
さ
れ
た
文
書
」
、

同
【
Ⅲ
】
「
国
民
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
、
自
然
環
境
等
に
関
す
る
重
要
な
情
報

が
記
録
さ
れ
た
文
書
」
、
同
【
Ⅳ
】
「
国
の
歴
史
、
文
化
、
学
術
、
事
件
等
に
関
す

る
重
要
な
情
報
が
記
録
さ
れ
た
文
書
」
で
あ
る
。
ま
た
、
２(

２)

の
①
の
「
重
要

な
政
策
事
項
等
」
に
該
当
す
る
文
書
に
つ
い
て
は
、
中
央
省
庁
等
改
革
に
関
す
る

一
件
の
み
と
な
っ
て
い
る
。 

こ
の
【
表
６
】
を
作
成
し
た
こ
と
で
明
ら
か
に
な
っ
た
点
を
二
点
指
摘
し
た
い
。

ま
ず
、
法
規
課
に
お
け
る
移
管
済
み
文
書
が
一
件
の
み
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ

れ
は
、
移
管
予
定
文
書
七
八
八
件
中
、
三
〇
年
以
上
の
保
存
期
間
が
設
定
さ
れ
て

い
る
文
書
が
七
七
八
件
に
の
ぼ
る
た
め
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
も
っ
と
も
早
く
保

存
期
間
が
満
了
す
る
時
期
は
令
和
十
三
（
二
〇
三
一
）
年
十
二
月
三
十
一
日
と
さ

れ
て
い
る
。
移
管
予
定
と
な
っ
て
い
る
項
目
と
し
て
、
別
表
第
２
の
２(

１)

の
①

の
１
「
会
計
検
査
院
法
の
制
定
又
は
改
廃
及
び
そ
の
経
緯
」
、
２
「
会
計
検
査
院

規
則
の
制
定
又
は
改
廃
及
び
そ
の
経
緯
」
、
３
「
個
人
の
権
利
義
務
の
得
喪
及
び

そ
の
経
緯
」、
９
「
文
書
の
管
理
等
に
関
す
る
事
項
」、
11
「
検
査
官
会
議
又
は
院

長
の
定
め
る
規
程
、
会
計
検
査
院
事
務
総
局
規
程
、
要
領
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る

定
め
の
制
定
又
は
改
廃
及
び
そ
の
経
緯
」、
13
「
計
算
証
明
等
に
関
す
る
事
項
」、

14
「
決
算
の
確
認
に
関
す
る
事
項
」
が
該
当
し
、
移
管
予
定
文
書
全
体
の
約
三

三
％
に
あ
た
る
。 

二
点
目
は
、
別
表
第
２
の
２(

１)

の
①
の
22
「
国
際
会
議
に
関
す
る
事
項
」
に

該
当
す
る
文
書
に
つ
い
て
、
三
〇
三
件
が
移
管
予
定
と
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
こ

れ
ま
で
一
件
も
移
管
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
基
本
と
な
る
保
存
期

間
は
一
〇
年
だ
が
、
こ
れ
を
超
え
る
保
存
期
間
が
設
定
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多

い
こ
と
に
起
因
す
る
。
全
三
〇
三
件
中
、
一
〇
年
保
存
は
八
九
件
で
、
残
る
二
一

四
件
は
一
三
～
四
〇
年
の
保
存
期
間
と
な
っ
て
い
る
。 

 

長
年
永
年
保
存
と
さ
れ
て
き
た
「
決
算
統
計
」
も
当
館
に
移
管
さ
れ
て
い
な
い
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文
書
の
ひ
と
つ
で
あ
る
が
、
三
〇
年
を
超
え
る
保
存
期
間
の
傾
向
が
み
ら
れ
る
。

以
上
の
保
存
期
間
に
つ
い
て
は
、
次
節
に
お
い
て
も
検
討
す
る
。 

【
表
６
】
の
う
ち
、
特
に
昭
和
二
十
二
年
五
月
三
日
の
新
憲
法
施
行
以
降
、
院

法
下
に
お
い
て
作
成
さ
れ
た
移
管
済
み
文
書
及
び
移
管
予
定
文
書
を
抽
出
し
、
フ

ァ
イ
ル
名
を
類
型
化
し
、
合
計
で
二
件
以
上
存
在
し
た
文
書
に
つ
い
て
一
覧
に
ま

と
め
た
の
が
【
表
７
】
で
あ
る
。
こ
の
一
覧
に
示
し
た
組
織
文
書
に
つ
い
て
、
一

章
に
お
け
る
機
能
分
析
を
踏
ま
え
て
整
理
す
る
と
、
国
会
関
係
文
書
、
会
議
文
書
、

検
査
業
務
関
係
文
書
、
国
際
活
動
関
係
文
書
、
調
査
・
研
究
関
係
文
書
、
そ
れ
以

外
の
組
織
関
係
文
書
の
大
き
く
六
グ
ル
ー
プ
に
分
類
可
能
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

こ
の
グ
ル
ー
プ
の
う
ち
国
会
関
係
文
書
、
会
議
文
書
及
び
検
査
業
務
関
係
文
書
が

財
政
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
支
え
る
資
料
群
で
あ
り
、
国
際
活
動
関
係
文
書
及
び
調

査
・
研
究
関
係
文
書
は
大
き
く
調
査
・
研
究
業
務
を
支
え
る
資
料
群
で
あ
る
と
い

え
る
。
ま
た
、
組
織
関
係
文
書
は
前
記
以
外
の
組
織
の
骨
組
み
や
運
営
状
況
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
組
織
運
営
を
支
え
る
資
料
群
で
あ
る
。 

移
管
資
料
群
を
具
体
的
な
業
務
フ
ロ
ー
と
あ
わ
せ
て
み
る
こ
と
で
、
移
管
と
な

る
項
目
の
傾
向
を
つ
か
む
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
会
計
検
査
院
の
業
務
フ
ロ
ー
は

【
図
１
】
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
【
図
１
】
と
【
表
７
】
を
照
ら
し
合
わ

せ
る
と
、
【
図
１
】
の
各
フ
ロ
ー
の
な
か
で
、
検
査
の
基
本
方
針
に
関
わ
る
資
料
、

検
査
の
実
施
の
基
礎
と
な
る
資
料
、
意
見
の
表
示
又
は
処
置
の
要
求
、
検
査
報
告

に
関
す
る
資
料
を
中
心
に
措
置
が
移
管
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
検
査
結

果
の
分
析
・
検
討
に
係
る
資
料
は
、
検
査
報
告
を
行
う
う
え
で
の
組
織
の
意
思
決

定
に
関
わ
る
会
議
資
料
（
「
検
査
官
会
議
決
議
録
」
等
）
が
移
管
と
さ
れ
、
国
会

に
お
い
て
審
議
さ
れ
た
文
書
、
国
会
か
ら
の
検
査
の
要
請
の
文
書
に
つ
い
て
移
管

の
措
置
が
と
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
こ
れ
ま
で
に
述
べ
て
き
た
と
お
り
で
あ
る
。 

※

図
１
は
左
記
会
計
検
査
院web

ペ
ー
ジ
掲
載
の
図
を
参
考
に
作
成
し
た
。 

https://www.jbaudit.go.jp/effort/operation/index.html

三
．
二 

利
用
に
あ
た
っ
て
の
留
意
事
項 

本
節
で
は
、
こ
こ
ま
で
触
れ
て
こ
な
か
っ
た
、
移
管
資
料
群
を
利
用
す
る
際
の

留
意
事
項
に
つ
い
て
ま
と
め
る
。 

令
和
元
年
十
二
月
十
五
日
現
在
に
お
い
て
行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
管
理
簿
に
記
載

の
あ
る
会
計
検
査
院
が
保
有
す
る
行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
の
総
数
は
、
移
管
予
定
文

【図１】
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書
が
二
三
二
五
件
、
廃
棄
予
定
文
書
が
四
七
二
〇
八
件
、
移
管
か
廃
棄
か
保
存
期

間
満
了
時
の
措
置
が
未
定
で
あ
る
も
の
が
六
件
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
廃

棄
予
定
文
書
の
な
か
に
、
【
表
７
】
で
ま
と
め
た
移
管
す
べ
き
フ
ァ
イ
ル
名
称
を

付
さ
れ
た
も
の
が
な
い
か
ど
う
か
に
つ
い
て
整
理
し
た
い
。
紙
幅
の
関
係
上
す
べ

て
の
フ
ァ
イ
ル
に
つ
い
て
ふ
れ
る
こ
と
は
難
し
い
た
め
、
今
回
は
特
に
【
表
７
】

の
文
書
類
型
の
う
ち
財
政
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
支
え
る
文
書
群
に
つ
い
て
確
認
し
た
。 

現
行
の
「
行
政
文
書
の
管
理
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
別
表
第
２
の
２
（
６
）

の
注
意
事
項
の
②
で
は
、
「
移
管
に
つ
い
て
は
、
当
該
業
務
を
主
管
す
る
課
室
等

の
文
書
管
理
者
に
お
い
て
行
う
も
の
と
す
る
」
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、
会
計
検
査

院
文
書
管
理
規
程
別
表
第
２
の
２
（
６
）
に
お
い
て
も
「
移
管
に
つ
い
て
は
、
当

該
業
務
を
主
管
す
る
各
課
の
文
書
管
理
者
に
お
い
て
行
う
も
の
と
す
る
」
と
さ
れ

て
い
る
56

。
行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
管
理
簿
に
お
い
て
も
、
主
管
課
の
フ
ァ
イ
ル
が

移
管
と
さ
れ
て
い
れ
ば
、
他
課
の
フ
ァ
イ
ル
は
廃
棄
と
し
て
整
理
さ
れ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。
行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
管
理
簿
に
お
け
る
会
計
検
査
院
の
フ
ァ
イ
ル

に
つ
い
て
確
認
す
る
と
、
一
見
す
る
と
、
移
管
さ
れ
る
べ
き
文
書
類
型
に
該
当
す

る
と
思
わ
れ
る
フ
ァ
イ
ル
で
保
存
期
間
満
了
時
の
措
置
が
廃
棄
と
な
っ
て
い
る
も

の
は
存
在
す
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
会
計
検
査
院
の
場
合
、

フ
ァ
イ
ル
名
称
に
「
（
写
）
」
と
記
載
す
る
こ
と
で
、
あ
る
課
の
文
書
が
他
の
課
等

が
作
成
し
た
も
の
の
写
し
で
あ
る
こ
と
を
客
観
的
に
わ
か
る
よ
う
整
理
し
、
廃
棄

と
し
て
保
存
期
間
満
了
時
の
措
置
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。 

ま
た
、
内
容
が
同
一
の
フ
ァ
イ
ル
が
複
数
の
媒
体(

た
と
え
ば
紙
、
電
子
、
マ

イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
な
ど)

で
保
存
さ
れ
て
い
る
場
合
、
紙
を
移
管
と
整
理
し
、
他

方
の
フ
ァ
イ
ル
は
廃
棄
と
さ
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
。
た
と
え
ば
、
「
検
査
官
会

議
決
議
録
」
に
つ
い
て
み
る
と
、
「
（
マ
イ
ク
ロ
）
」
と
の
記
載
が
あ
る
文
書
の
保

存
期
間
満
了
時
の
措
置
が
廃
棄
と
し
て
登
録
さ
れ
る
一
方
、
紙
媒
体
の
文
書
は
移

管
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
。 

そ
の
他
の
整
理
と
し
て
、
件
数
は
多
く
な
い
が
、
同
一
類
型
の
フ
ァ
イ
ル
を
移

管
予
定
文
書
と
廃
棄
予
定
文
書
に
分
け
て
整
理
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
事
例
も

あ
る
。
た
と
え
ば
「
国
会
及
び
内
閣
に
対
す
る
報
告
」
及
び
「
国
会
か
ら
の
検
査

要
請
」
に
お
い
て
、
「
移
管
分
を
除
く
」
と
付
記
さ
れ
た
フ
ァ
イ
ル
が
存
在
す
る

こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
【
表
７
】
の
文
書
類
型
に
類
似
し
た
名
称
で
あ
っ
て
も
、

規
程
に
基
づ
き
廃
棄
と
し
て
整
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。 

次
に
、
保
存
期
間
満
了
時
に
お
け
る
移
管
・
廃
棄
や
保
存
期
間
の
延
長
等
の
状

況
に
つ
い
て
、
内
閣
府
の
「
公
文
書
等
の
管
理
等
の
状
況
に
つ
い
て
の
報
告
」
に

お
い
て
公
表
さ
れ
て
い
る
過
去
七
年
間
の
デ
ー
タ
の
推
移
を
【
表
８
】
に
ま
と
め

た
57

。
こ
れ
に
よ
る
と
、
年
平
均
で
約
八
四
三
五
フ
ァ
イ
ル
に
つ
い
て
保
存
期
間

が
満
了
し
、
こ
の
う
ち
約
四
一
フ
ァ
イ
ル
が
移
管
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

移
管
率
で
い
う
と
お
お
よ
そ
〇
・
三
～
〇
・
八
％
の
あ
い
だ
で
推
移
し
て
お
り
、

他
の
行
政
機
関
を
含
め
た
全
体
の
移
管
率
と
大
き
な
差
は
な
い
58

。
そ
の
う
ち
、

保
存
期
間
満
了
時
に
保
存
期
間
が
延
長
さ
れ
た
文
書
は
平
均
で
一
三
七
六
フ
ァ
イ

ル
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
会
計
検
査
院
の
行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
管
理
簿
を

参
考
に
、
保
存
期
間
満
了
時
の
措
置
が
移
管
と
さ
れ
て
い
る
文
書
の
う
ち
、
三
〇

年
を
超
え
る
保
存
期
間
が
設
定
さ
れ
て
い
る
文
書
に
つ
い
て
【
表
９
】
に
ま
と
め

た
。
総
数
で
五
一
二
件
あ
り
、
三
〇
年
を
超
え
る
保
存
期
間
の
内
、
最
短
は
三
〇

年
九
ヶ
月
と
設
定
さ
れ
て
い
る
。 

先
述
し
た
国
際
関
係
の
文
書
に
つ
い
て
は
、
保
存
期
間
が
三
〇
年
を
超
え
る
件

数
は
多
く
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
「
検
査
官
会
議
決
議
録
」
等
の
会
議
文
書
に

つ
い
て
は
、
基
本
と
な
る
保
存
期
間
の
三
〇
年
を
超
え
る
場
合
、
六
〇
年
以
上
の

保
存
期
間
と
な
っ
て
い
る
も
の
が
大
半
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
実
際
に
保
存
期
間

が
六
〇
年
以
上
に
達
し
て
い
る
文
書
は
五
件
あ
る
。
二
．
三
で
触
れ
た
通
り
、
平
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成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
時
点
で
、
「
検
査
官
会
議
決
議
録
」
は
昭
和
二
十
八

年
ま
で
に
作
成
さ
れ
た
文
書
の
移
管
に
と
ど
ま
る
。
特
に
会
議
関
係
の
文
書
に
つ

い
て
は
、
保
存
期
間
が
長
期
に
設
定
さ
れ
て
い
る
傾
向
が
見
受
け
ら
れ
る
。
別
表

第
一
に
定
め
ら
れ
た
保
存
期
間
は
最
長
で
も
三
十
年
で
あ
る
た
め
、
保
存
期
間
満

了
時
に
は
保
存
期
間
が
延
長
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
と
い
え
る
。 

最
後
に
、
保
存
期
間
の
満
了
前
の
で
き
る
限
り
早
い
時
期
に
設
定
さ
れ
た
移

管
・
廃
棄
の
措
置
が
、
保
存
期
間
が
満
了
す
る
ま
で
に
変
更
さ
れ
る
可
能
性
が
あ

る
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
レ
コ
ー
ド
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
社
会
状
況

等
の
変
化
に
よ
り
変
更
す
る
必
要
が
生
じ
る
場
合
が
あ
る
。
会
計
検
査
院
文
書
管

理
規
程
別
表
第
２
の
２(

１) 

の
①
の
３
及
び
４
で
措
置
が
移
管
と
な
る
「
法
律

の
解
釈
等
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
事
件
に
関
す
る
も
の
」
な
ど
は
、
作
成
・
取

得
時
と
い
う
よ
り
も
「
大
き
な
影
響
を
与
え
た
」
か
ど
う
か
と
い
う
文
書
作
成
後

の
状
況
を
踏
ま
え
た
措
置
の
設
定
が
必
要
と
な
る
類
型
で
あ
る
。
「
は
じ
め
に
」

で
触
れ
た
と
お
り
、
会
計
検
査
院
は
、
行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
等
の
廃
棄
に
あ
た
っ

て
内
閣
総
理
大
臣
の
同
意
を
必
要
と
し
な
い
が
、
文
書
作
成
か
ら
保
存
期
間
満
了

ま
で
の
あ
い
だ
の
社
会
状
況
等
の
変
化
を
踏
ま
え
て
、
移
管
・
廃
棄
の
措
置
の
見

直
し
が
行
わ
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

お
わ
り
に 

 

一
章
で
組
織
の
特
徴
、
二
章
で
組
織
文
書
及
び
移
管
済
み
文
書
群
の
特
徴
を
明

ら
か
に
し
、
三
章
で
移
管
予
定
文
書
を
含
め
た
、
移
管
資
料
群
全
体
の
特
徴
に
つ

い
て
論
じ
た
。
本
論
に
お
い
て
、
会
計
検
査
院
保
有
の
移
管
予
定
文
書
を
含
め
て

移
管
資
料
群
を
検
討
し
た
こ
と
で
、
現
行
の
会
計
検
査
院
文
書
管
理
規
程
に
定
め

ら
れ
た
評
価
選
別
基
準
に
基
づ
き
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
移
管
項
目
に
対
応
す
る
文
書

が
存
在
し
、
保
存
期
間
満
了
時
の
措
置
が
移
管
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

確
認
し
た
。 

こ
れ
ま
で
の
検
討
を
踏
ま
え
、
公
文
書
管
理
法
施
行
前
・
後
の
移
管
済
み
文
書

及
び
移
管
予
定
文
書
に
つ
い
て
指
摘
で
き
る
こ
と
を
ま
と
め
る
と
、
法
施
行
前
は

移
管
項
目
も
限
ら
れ
、
協
議
に
よ
る
移
管
が
行
わ
れ
て
き
た
と
い
う
こ
と
が
あ
げ

ら
れ
る
。
平
成
十
二
年
以
前
に
つ
い
て
は
保
存
期
間
が
満
了
し
た
文
書
に
つ
い
て

当
館
へ
の
明
確
な
移
管
の
定
め
は
な
か
っ
た
が
、
こ
の
状
況
が
、
平
成
十
三
年
の

行
政
機
関
情
報
公
開
法
施
行
以
降
変
化
す
る
。
行
政
機
関
情
報
公
開
法
第
三
十
七

条(

当
時)

に
お
い
て
、
会
計
検
査
院
も
他
の
行
政
機
関
と
同
様
に
「
行
政
機
関
の

長
は
、
こ
の
法
律
の
適
正
か
つ
円
滑
な
運
用
に
資
す
る
た
め
、
行
政
文
書
を
適
正

に
管
理
す
る
も
の
と
す
る
」
と
さ
れ
た
59

。
加
え
て
、
国
立
公
文
書
館
法
（
当
時
）

に
基
づ
く
移
管
の
定
め
が
整
え
ら
れ
る
こ
と
で
、
よ
り
広
い
視
点
に
た
っ
た
「
公

開
」
の
枠
組
み
が
で
き
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。 

平
成
十
三
年
以
降
移
管
制
度
が
整
備
さ
れ
、
平
成
十
五
年
度
以
降
当
館
へ
の
移

管
が
は
じ
ま
っ
た
。
平
成
二
十
三
年
の
公
文
書
管
理
法
施
行
以
降
、
詳
細
な
移
管

基
準
を
有
す
る
文
書
管
理
規
程
が
定
め
ら
れ
た
こ
と
で
、
移
管
と
な
る
文
書
類
型

は
広
が
っ
た
。
ま
た
、
平
成
二
十
九
年
十
二
月
二
十
六
日
の
「
行
政
文
書
の
管
理

に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
改
正
を
踏
ま
え
、
平
成
三
十
年
三
月
十
九
日
に
会
計

検
査
院
文
書
管
理
規
程
が
改
正
さ
れ
、
標
準
文
書
保
存
期
間
基
準
が
公
表
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
作
成
さ
れ
る
行
政
文
書
の
可
視
化
も
一
層
進
ん
だ
と
い
え
る
。 

現
在
は
行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
管
理
簿
の
情
報
が
整
え
ら
れ
た
こ
と
で
、
移
管
済

み
文
書
の
み
で
は
な
く
、
移
管
予
定
文
書
に
つ
い
て
も
調
査
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

今
回
移
管
予
定
文
書
を
検
討
対
象
に
加
え
た
こ
と
で
、
移
管
さ
れ
た
資
料
群
だ
け

で
は
解
明
で
き
な
い
、
資
料
群
の
特
徴
も
見
え
て
き
た
。 
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具
体
的
に
移
管
予
定
と
な
っ
て
い
る
文
書
類
型
に
つ
い
て
は
【
表
７
】
に
ま
と

め
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
の
一
覧
に
な
い
文
書
は
廃
棄
と
な
る
可
能
性
が
高
い
と

い
え
る
。
ま
た
、
保
存
期
間
満
了
時
の
措
置
が
移
管
と
な
っ
て
い
る
文
書
で
も
、

保
存
期
間
の
長
期
延
長
等
が
見
込
ま
れ
る
文
書
も
あ
る
。 

ま
た
、
会
計
検
査
院
の
平
成
九
年
度
以
前
の
決
算
検
査
報
告
は
、
国
立
国
会
図

書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
加
え
て
、
過
去
会
計
検
査
院

の

web

サ
イ
ト
に
お
い
て
公
開
さ
れ
た
資
料
に
つ
い
て
は
、
国
立
国
会
図
書
館
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
資
料
収
集
保
存
事
業
（WARP

）
に
よ
り
収
集
さ
れ
て
い
る
。
今

後
は
当
館
へ
移
管
す
る
文
書
に
該
当
し
な
い
場
合
で
も
、
記
録
資
料
と
し
て
は
残

さ
れ
る
と
い
う
場
合
も
増
え
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

最
後
に
、
利
用
の
観
点
か
ら
一
点
付
け
加
え
る
と
、
当
館
に
お
け
る
会
計
検
査

院
か
ら
移
管
さ
れ
た
特
定
歴
史
公
文
書
等
の
利
用
実
績
は
、
平
成
十
七
年
度
か
ら

三
十
年
度
ま
で
の
十
四
年
間
で
一
四
七
件
に
留
ま
っ
て
い
る
60

。
財
政
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
を
通
じ
て
の
外
部
監
察
と
い
う
機
能
か
ら
み
て
も
、
近
代
以
降
の
国
家
シ
ス

テ
ム
の
中
で
非
常
に
特
殊
か
つ
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
機
関
で
あ
り
、
様
々
な

分
野
に
お
い
て
、
今
後
一
層
の
研
究
の
進
展
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
61

。 
 

 

 

【
補
記
】 

本
論
は
令
和
二
年
一
月
三
十
日
付
で
提
出
し
た
「
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
研
修
Ⅲ
」
の
修
了
研
究

論
文
に
加
筆
修
正
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
法
律
・
規
程
類
、
当
館
の
デ
ジ

タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
、
行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
管
理
簿
等
に
お
い
て
、
令
和
二
年
一
月
三
十
一

日
以
降
改
め
ら
れ
た
情
報
に
つ
い
て
、
本
論
に
反
映
で
き
て
い
な
い
。 

本
論
を
書
き
上
げ
る
に
あ
た
っ
て
御
指
導
・
御
助
言
を
い
た
だ
い
た
皆
様
に
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 

田
中
正
弘
『
近
代
日
本
と
幕
末
外
交
文
書
編
纂
の
研
究
』
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
八

年
。
中
野
目
徹
『
近
代
史
料
学
の
射
程
』
弘
文
堂
、
二
〇
〇
〇
年
。
鈴
江
英
一
『
近

現
代
史
料
の
管
理
と
史
料
認
識
』
北
海
道
大
学
図
書
刊
行
会
、
二
〇
〇
二
年
。
同

「
近
現
代
公
文
書
の
史
料
群
構
造
」（
国
文
学
研
究
資
料
館
史
料
館
編
『
ア
ー
カ
イ
ブ

ズ
の
科
学 

下
巻
』
柏
書
房
、
二
〇
〇
三
年)

。
桧
山
幸
夫
編
『
台
湾
総
督
府
文
書
の

史
料
学
一
日
本
近
代
公
文
書
学
研
究
序
説
一
』
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
〇
三
年
。
太
田

富
康
『
近
代
地
方
行
政
体
の
記
録
と
情
報
』
岩
田
書
院
、
二
〇
一
〇
年
。
熊
本
史
雄

『
大
戦
間
期
の
対
中
国
文
化
外
交 

外
務
省
記
録
に
み
る
政
策
決
定
過
程
』
吉
川
弘

文
館
、
二
〇
一
三
年 

等
を
参
照
。
中
央
省
庁
の
文
書
管
理
に
つ
い
て
は
、
渡
邉
佳

子
の
一
連
の
研
究
に
つ
い
て
も
参
考
に
し
て
い
る
。
同
氏
の
最
新
の
成
果
は
「
日
本

近
代
に
お
け
る
公
文
書
管
理 

「
史
録
」
「
史
籍
」
の
編
纂
か
ら
「
器
械
的
ノ
事
務
」

へ
」（
『
歴
史
学
研
究
』
九
八
四
号
、
二
〇
一
九
年
六
月
）。
ま
た
、
近
年
の
成
果
と
し

て
、
国
文
学
研
究
資
料
館
編
『
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
構
造
認
識
と
編
成
記
述
』
思
文
閣

出
版
、
二
〇
一
七
年
。
森
本
祥
子
「
公
文
書
管
理
法
制
度
下
に
お
け
る
文
書
分
類
の

課
題:

新
た
な
体
系
化
に
つ
い
て
の
試
案
」
『
東
京
大
学
文
書
館
紀
要
』
三
七
号
、
二

〇
一
九
年
三
月 

等
が
あ
る
。 

２ 

栃
木
智
子
「
経
済
産
業
省
（
通
商
産
業
省
）
文
書
の
構
造
と
移
管
の
あ
り
方
に
つ
い

て
」『
北
の
丸
』
四
三
号
、
二
〇
一
一
年
二
月
。
本
村
慈
「
文
部
省
・
文
部
科
学
省
に

お
け
る
文
書
管
理
と
国
立
公
文
書
館
移
管
文
書
」『
北
の
丸
』
四
三
号
、
二
〇
一
一
年

二
月
。
当
館
に
お
け
る
資
料
群
構
造
分
析
は
、
特
に
栃
木
（
二
〇
一
一
）
の
分
析
手

法
に
学
び
な
が
ら
進
め
ら
れ
て
き
た
。
以
降
『
北
の
丸
』
に
お
い
て
発
表
さ
れ
た
成

果
は
下
記
の
通
り
。
小
宮
山
敏
和
「
農
林
水
産
省
の
文
書
管
理
と
移
管
文
書
の
特
徴
」

四
四
号
、
二
〇
一
二
年
一
月
。
太
田
由
紀
「
意
思
決
定
過
程
を
示
す
文
書
の
作
成
と

移
管 

国
土
交
通
省
移
管
文
書
・
水
質
資
源
開
発
基
本
計
画
を
中
心
と
し
て
」
四
四

四
八

会
計
検
査
院
の
組
織
文
書

『
北
の
丸
』
第
53
号　
　



 
 

号
、
二
〇
一
二
年
一
月
。
水
野
京
子
「
内
閣
法
制
局
移
管
文
書
に
つ
い
て
」
四
五
号
、

二
〇
一
三
年
一
月
。
筧
雅
貴
「
統
計
調
査
の
企
画
に
関
す
る
文
書
に
つ
い
て
の
一
考

察 
昭
和
四
十
五
年
国
際
調
査
を
事
例
に
」
四
六
号
、
二
〇
一
四
年
一
月
。
栃
木
智

子
「
人
事
院
移
管
文
書
の
基
本
的
性
格
」
四
七
号
、
二
〇
一
五
年
一
月
。
本
村
慈

「
厚
生
労
働
省
移
管
文
書
の
特
徴
」
四
八
号
、
二
〇
一
六
年
三
月
。
大
澤
武
彦
・
梅

原
康
嗣
「
公
正
取
引
委
員
会
移
管
文
書
の
特
徴
に
つ
い
て
」
四
九
号
、
二
〇
一
七
年

三
月
。 

３ 

『
改
訂 

逐
条
解
説 

公
文
書
管
理
法
・
施
行
令
』
株
式
会
社
ぎ
ょ
う
せ
い
、
二
〇

一
一
年
改
訂
初
版
、
一
二
～
一
三
頁
。 

４ 

本
論
に
お
け
る
「
組
織
文
書
」
は
、「
個
人
文
書
」
に
対
す
る
語
と
し
て
用
い
て
い
る
。 

５ 

資
料
群
の
階
層
構
造
に
関
す
る
研
究
は
、
安
藤
正
人
『
記
録
史
料
学
と
現
代
』
吉
川

弘
文
館
、
一
九
九
八
年
。
国
文
学
研
究
資
料
館
史
料
館
編
『
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
科
学
』

柏
書
房
、
二
〇
〇
三
年
。
国
文
学
研
究
資
料
館
編
『
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
構
造
認
識
と

編
成
記
述
』
（
前
掲
注
１
）
等
を
参
照
。
本
論
で
い
う
「
構
造
」
は
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ

学
研
究
に
お
け
る
「
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
資
源
の
構
造
的
把
握
の
問
題
」
を
前
提
と
し
、

「
出
所
の
組
織
体
構
造
と
対
応
さ
せ
た
構
造
的
把
握
を
基
本
」
と
す
る
認
識
に
た
っ
て

い
る
（『
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
構
造
認
識
と
編
成
記
述
』
三
頁
）。
そ
の
う
え
で
、
法
律
で

定
め
ら
れ
た
組
織
の
機
能
に
関
す
る
検
討
を
含
め
た
分
析
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。 

ISAD

（G

）
の
記
述
に
つ
い
て
は
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
・
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
研
究
会

編
訳
『
記
録
史
料
記
述
の
国
際
標
準
』
（
北
海
道
大
学
図
書
刊
行
会
、
二
〇
〇
一
年
）

を
参
照
し
、
「
評
価
、
廃
棄
処
分
、
保
存
年
限
」
の
訳
も
本
書
に
拠
っ
た
。
ま
た
、
第

二
版
の
情
報
等
に
つ
い
て
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
研
究
系
編
『
ア

ー
カ
イ
ブ
ズ
情
報
の
共
有
化
に
向
け
て
』
岩
田
書
院
、
二
〇
一
〇
年 

所
収
の
各
論

文
も
参
照
し
て
い
る
。 

６ 

本
章
の
記
述
に
際
し
て
は
、
有
川
博
『
会
計
検
査
制
度
概
説
』
全
国
会
計
職
員
協
会
、

二
〇
〇
七
年
。
一
般
財
団
法
人
公
会
計
研
究
協
会
編
『
会
計
検
査
院
法
の
解
説
』
全

国
会
計
職
員
協
会
、
二
〇
一
四
年 

等
を
参
照
し
て
い
る
。
そ
の
他
参
照
し
た
書

籍
・
論
文
に
つ
い
て
は
適
宜
注
に
付
す
こ
と
と
す
る
。 

７ 

『
会
計
検
査
院
法
の
解
説
』（
前
掲
注
６
）
二
十
五
頁
。 

８ 

村
上
武
則
「
会
計
検
査
院
と
公
共
性
」
『
廣
島
法
學
』
一
四
巻
（
四
号
）
、
一
九
九
一

年
三
月
、
二
五
八
頁
。 

９ 

引
用
部
分
の
傍
線
は
引
用
者
（
筆
者
）
に
よ
る
。 

10 

『
会
計
検
査
院
法
の
解
説
』
（
前
掲
注
６
）
四
～
五
頁
。
こ
の
他
、
旧
・
新
憲
法
の
相

違
点
は
有
川
『
会
計
検
査
制
度
概
説
』（
前
掲
注
６
）
一
～
二
頁
。 

11 

本
文
中
に
お
け
る
「
現
行
」
の
定
め
と
は
、
令
和
二
年
一
月
三
十
日
時
点
の
も
の
を

指
す
。
以
下
、
法
律
・
規
程
類
に
つ
い
て
同
様
の
記
述
と
す
る
。 

12 

樋
口
陽
一
ほ
か
『
註
釈
日
本
国
憲
法 

下
巻
』
青
林
書
院
、
一
九
八
八
年
、
一
三
六
四

頁
。 

13 

『
会
計
検
査
院
法
の
解
説
』（
前
掲
注
６
）
八
三
頁
。 

14 

『
会
計
検
査
院
法
の
解
説
』（
前
掲
注
６
）
七
頁
。 

15 

金
井
利
之
「
会
計
検
査
院
と
政
策
評
価−

会
計
検
査
活
動
と
基
本
方
針
・
各
省
庁
等
政

策
評
価
・
有
効
性
検
査
と
の
離
隔
距
離−

」
『
年
報
行
政
研
究
』
二
〇
〇
二
巻
（
三
七

号
）
、
二
〇
〇
二
年
五
月
、
六
〇
頁
。
石
森
久
広
「
財
政
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
お
け
る

「
合
理
性
」
と
「
民
主
性
」
」
『
会
計
検
査
研
究
』
二
〇
号
、
一
九
九
九
年
九
月
、
二

四
～
三
二
頁
。
ま
た
、
宇
賀
克
也
も
「
中
央
省
庁
等
改
革
基
本
法
が
、
政
策
評
価
に

つ
い
て
の
明
文
の
規
定
を
設
け
た
こ
と
の
意
義
は
大
き
い
」
と
述
べ
て
い
る
（
宇
賀

克
也
「
中
央
省
庁
等
改
革
基
本
法
に
み
る
行
政
改
革
」『
法
学
教
室
』
二
一
七
号
、
一

九
九
八
年
十
月
、
八
～
九
頁
）。
会
計
検
査
院
の
政
策
評
価
（
情
報
提
供
）
機
能
の
強

化
に
つ
い
て
の
経
緯
は
、
『
立
法
と
調
査
・
別
冊 

国
会
の
政
策
評
価
を
考
え
る
』
参

議
院
事
務
局
企
画
調
整
室
、
一
九
九
九
年
三
月
、
二
七
～
三
三
頁 

等
も
参
照
。 

四
九

会
計
検
査
院
の
組
織
文
書

『
北
の
丸
』
第
53
号　
　



 
 

16 

『
立
法
と
調
査
・
別
冊 

国
会
の
政
策
評
価
を
考
え
る
』（
前
掲
注
15
）
三
三
頁
。
会

計
検
査
院
の
独
立
性
と
国
会
を
め
ぐ
る
議
論
と
し
て
、
甲
斐
素
直
『
財
政
法
規
と
憲

法
原
理
』
八
千
代
出
版
、
一
九
九
六
年
。
石
森
「
財
政
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
お
け
る

「
合
理
性
」
と
「
民
主
性
」」（
前
掲
注
15
）
等
を
参
照
。 

17 

樋
口
ほ
か
『
註
釈
日
本
国
憲
法
下
巻
』（
前
掲
注
12
）
一
三
六
四
頁
。 

18 

『
会
計
検
査
院
法
の
解
説
』
（
前
掲
注
６
）
一
頁
。
検
察
庁
へ
の
通
告
の
ほ
か
に
院
法

で
採
用
さ
れ
た
事
項
は
、
①
会
計
検
査
院
を
、
少
数
合
議
体
の
意
思
決
定
機
関
で
あ

る
検
査
官
会
議
と
、
執
行
機
関
で
あ
る
事
務
総
局
を
も
っ
て
組
織
す
る
こ
と
、
②
審

査
制
度
を
設
け
る
こ
と
、
③
検
査
権
限
を
拡
大
し
て
、
会
計
検
査
院
が
検
査
す
べ
き

も
の
と
、
必
要
に
応
じ
て
検
査
す
る
も
の
と
に
区
分
す
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
（
同

『
会
計
検
査
院
法
の
解
説
』
一
頁
）。 

19 

『
会
計
検
査
院
法
の
解
説
』（
前
掲
注
６
）
七
頁
。 

20 

『
会
計
検
査
院
法
の
解
説
』（
前
掲
注
６
）
一
二
九
頁
。 

21 

『
会
計
検
査
院
法
の
解
説
』（
前
掲
注
６
）
七
～
八
頁
。 

22 

有
川
『
会
計
検
査
制
度
概
説
』（
前
掲
注
６
）
一
頁
。 

23 

樋
口
ほ
か
『
註
釈
日
本
国
憲
法 

下
巻
』（
前
掲
注
12
）
一
三
六
三
頁
。
よ
り
詳
し
い

財
政
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
石
森
久
広
『
会
計
検
査
院
の
研
究 

ド

イ
ツ
・
ボ
ン
基
本
法
下
の
財
政
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
』
有
信
堂
高
文
社
、
一
九
九
六
年
。

同
『
財
政
民
主
主
義
と
経
済
性 

ド
イ
ツ
公
法
学
の
示
唆
と
日
本
国
憲
法
』
有
信
堂

高
文
社
、
二
〇
一
一
年 

を
参
照
。 

24 

村
上
「
会
計
検
査
院
と
公
共
性
」（
前
掲
注
８
）
二
五
七
～
二
六
二
頁
。
村
上
は
上
記

論
文
の
な
か
で
、
権
力
分
立
原
則
に
立
脚
し
た
財
政
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
重
要
性
、
法

治
国
家
に
お
け
る
権
利
救
済
の
た
め
の
審
査
請
求
制
度
、
会
計
検
査
院
の
検
査
権
限

の
貫
徹
の
た
め
の
法
的
保
護
の
問
題
、
検
査
基
準
に
合
規
性
の
み
な
ら
ず
経
済
性
基

準
等
を
含
む
こ
と
で
欠
陥
な
く
国
家
の
財
政
活
動
を
検
査
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
そ

の
結
果
給
付
行
政
や
計
画
行
政
等
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
の
裁
量
を
も
、
会
計

検
査
院
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
可
能
に
な
っ
て
い
る
点
等
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
（
同

「
会
計
検
査
院
と
公
共
性
」
二
六
〇
～
二
六
二
頁
）。
以
上
の
法
の
諸
制
度
が
、
村
上

の
い
う
「
法
治
国
家
」
に
お
け
る
会
計
検
査
院
を
拘
束
す
る
原
理
で
あ
る
。 

25 

村
上
武
則
「
我
が
国
の
会
計
検
査
院
の
法
的
諸
問
題
」
『
廣
島
法
學
』
一
〇
巻
（
三

号
）、
一
九
八
七
年
三
月
。
同
「
会
計
検
査
院
と
公
共
性
」（
前
掲
注
８
）、
同
『
給
付

行
政
の
理
論
』（
有
信
堂
高
文
社
、
二
〇
〇
二
年
）
等
。 

26 

村
上
『
給
付
行
政
の
理
論
』（
前
掲
注
25
）
四
〇
五
頁
。 

27 

村
上
「
会
計
検
査
院
と
公
共
性
」
（
前
掲
注
８
）
二
六
二
頁
。
な
お
、
「
社
会
国
家
」

は
「
福
祉
国
家
」
に
ほ
ぼ
相
当
す
る
こ
と
ば
で
あ
り
、
法
学
の
み
な
ら
ず
多
く
の
研

究
蓄
積
が
な
さ
れ
て
き
て
い
る
（
た
と
え
ば
市
野
川
容
孝
『
社
会
』
岩
波
書
店
、
二

〇
〇
六
年
）。
村
上
は
法
律
的
枠
組
み
に
お
け
る
機
能
検
討
を
中
心
課
題
と
し
て
「
社

会
国
家
」
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
が
、
実
際
の
「
福
祉
国
家
」
は
「
国
民
の
福
祉
増

進
を
国
家
の
目
標
と
し
、
現
実
に
相
当
程
度
に
福
祉
を
実
現
し
て
い
る
現
代
国
家
」

（
三
橋
良
士
明
「
福
祉
国
家
」
『
日
本
大
百
科
全
書(

ニ
ッ
ポ
ニ
カ)

』
）
の
こ
と
を
さ

す
。
日
本
が
実
際
に
福
祉
国
家
た
り
う
る
か
ど
う
か
は
、
財
政
的
な
裏
付
け
も
必
要

と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

28 

『
日
本
国
憲
法
下
の
会
計
検
査 

五
〇
年
の
あ
ゆ
み
』
会
計
検
査
院
、
一
九
九
七
年
、

二
頁
。 

29 

会
計
検
査
院
の
沿
革
に
つ
い
て
は
、
『
会
計
検
査
院
史
』
一
八
九
六
年
、
『
会
計
検
査

院
八
〇
年
史
』
一
九
六
〇
年
、
『
会
計
検
査
院
百
年
史
』
一
九
八
〇
年
、
『
会
計
検
査

院
一
三
〇
年
史
』
二
〇
一
〇
年
、
『
日
本
国
憲
法
下
の
会
計
検
査 

五
〇
年
の
あ
ゆ
み
』

一
九
九
七
年
、
『
日
本
国
憲
法
下
の
会
計
検
査 

六
〇
年
の
あ
ゆ
み
』
二
〇
〇
八
年 

等
を
参
照
。 

30 

『
会
計
検
査
院
法
の
解
説
』（
前
掲
注
６
）
二
九
頁
。 

五
〇

会
計
検
査
院
の
組
織
文
書

『
北
の
丸
』
第
53
号　
　



 
 

31 

「
会
計
検
査
院
事
務
総
局
事
務
分
掌
及
び
分
課
規
則
」（
会
計
検
査
院
規
則
第
三
号
昭

和
二
十
二
年
五
月
三
日
）https://elaws.e-gov.go.jp/search/elawsSearch/

elaws_search/lsg0500/detail?lawId=322R00000001003

。 

32 

有
川
『
会
計
検
査
制
度
概
説
』（
前
掲
注
６
）
三
四
～
三
五
頁
。 

33 

『
会
計
検
査
院
法
の
解
説
』（
前
掲
注
６
）
三
～
四
、
六
四
～
七
二
頁
。 

34 

「
会
計
検
査
の
基
本
方
針
」『
会
計
検
査
の
あ
ら
ま
し
』
平
成
十
一
年
度
～
平
成
三
十

年
度
発
行
分
。 

35 

吉
田
浩
「
社
会
保
障
関
係
の
会
計
検
査
と
そ
の
展
望 

−

『
平
成
十
五
年
度 

決
算
検
査

報
告
』
を
読
ん
で−

」『
会
計
検
査
研
究
』
三
二
号
、
二
〇
〇
五
年
九
月
。 

36 

「
検
査
の
領
域
、
観
点
、
手
法
の
拡
大
充
実
」
の
過
程
に
つ
い
て
整
理
し
た
も
の
が

会
計
検
査
院web

サ
イ
ト
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
会
計
検
査
院
「
会
計
検
査
院
の
歩
み
」 

https://www.jbaudit.go.jp/jbaudit/history.html

）。 

37 

『
百
年
史
』
（
前
掲
注
29
）
五
六
一
～
五
八
三
頁
、
『
五
〇
年
の
あ
ゆ
み
』
（
前
掲
注

28
）
三
〇
一
～
三
〇
四
頁
、
有
川
『
会
計
検
査
制
度
概
説
』
（
前
掲
注
６
）
一
九
七
～

二
〇
五
頁
。 

38 

『
五
〇
年
の
あ
ゆ
み
』（
前
掲
注
28
）
三
〇
四
頁
を
参
照
。 

39 

中
野
目
徹
・
熊
本
史
雄
編
『
近
代
日
本
公
文
書
管
理
制
度
史
料
集 

中
央
行
政
機
関

編
』
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
九
年
、
二
一
一
～
二
二
五
頁
。 

40 

「
会
計
検
査
院
文
書
管
理
規
程
」（
平
成
十
三
年
三
月
二
十
八
日
会
計
検
査
院
長
決
定
、

平
成
三
十
一
年
三
月
十
八
日
改
正
）
に
つ
い
て
は 

http://warp.da.ndl.go.jp/

info:ndljp/pid/11257108/www.jbaudit.go.jp/info/public/pdf/bunshok

anri190401.pdf

。 

41 

「
会
計
検
査
院
文
書
管
理
規
程
」（
平
成
十
三
年
三
月
二
十
八
日
会
計
検
査
院
長
決
定
）

に
つ
い
て
は
、
情
報
公
開
請
求
を
行
っ
た
。
現
在
の
と
こ
ろweb

で
参
照
可
能
な
ペ
ー

ジ
は
確
認
し
て
い
な
い
。 

42 

「
行
政
文
書
の
管
理
方
策
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
」（
平
成
十
二
年
二
月

二
十
五
日
各
省
庁
事
務
連
絡
会
議
申
合
せ
）h

t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
8
.
c
a
o
.
g
o
.
j
p
/
c
h
o
s
e
i
/

koubun/kako_kaigi/kako_guideline.pdf

。 

43 

国
立
公
文
書
館
『
各
省
庁
事
務
連
絡
会
議
（
平
成
十
二
年
度
）
』
（
国
立
公
文
書
館
所

蔵
、
請
求
番
号 

平
一
八
公
文
〇
〇
〇
〇
九
）。 

44 

『
移
管
基
準
等
検
討
会
（
歴
史
資
料
と
し
て
重
要
な
公
文
書
等
の
適
切
な
保
存
の
た

め
に
必
要
な
措
置
）
』
件
名
５
「
再
編
後
の
移
管
基
準
等
検
討
会
構
成
省
庁
（
予
定
）
」

（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
、
請
求
番
号 

平
二
三
内
府
〇
〇
〇
五
九
一
〇
〇
）。 

45 

「
歴
史
資
料
と
し
て
重
要
な
公
文
書
等
の
適
切
な
保
存
の
た
め
に
必
要
な
措
置
に
つ

い
て
」（
平
成
十
三
年
三
月
三
十
日
内
閣
総
理
大
臣
・
会
計
検
査
院
長
申
合
せ
）
、
「
歴

史
資
料
と
し
て
重
要
な
公
文
書
等
の
適
切
な
保
存
の
た
め
に
必
要
な
措
置
に
つ
い
て

（
平
成
十
三
年
三
月
三
十
日
内
閣
総
理
大
臣
会
計
検
査
院
長
申
合
せ
）
の
実
施
に
つ

い
て
」（
平
成
十
三
年
三
月
三
十
日
内
閣
府
大
臣
官
房
長
・
会
計
検
査
院
事
務
総
局
次

長
申
合
せ
）
及
び
「
歴
史
資
料
と
し
て
重
要
な
公
文
書
等
の
内
閣
総
理
大
臣
へ
の
移

管
手
続
き
に
つ
い
て
」
（
平
成
十
三
年
三
月
三
十
日
内
閣
府
大
臣
官
房
企
画
調
整
課

長
・
会
計
検
査
院
事
務
総
長
官
房
総
務
課
長
申
合
せ
）
は
下
記
九
～
十
三
頁
を
参
照 

http://www.archives.go.jp/information/pdf/report16_shiryo2.pdf

。 

46 

本
節
に
お
け
る
他
の
行
政
機
関
の
定
め
に
つ
い
て
は
、
栃
木
・
本
村
論
文
（
前
掲
注

２
）
の
ほ
か
、
下
記
二
～
八
頁
を
参
照 

http://www.archives.go.jp/informa

tion/pdf/report16_shiryo2.pdf

。 
47 
本
節
に
お
け
る
記
述
は
下
記
を
参
照
。
「
歴
史
資
料
と
し
て
重
要
な
公
文
書
等
の
適
切

な
保
存
の
た
め
に
必
要
な
措
置
に
つ
い
て
平
成
十
三
年
三
月
三
十
日
内
閣
総
理
大
臣

会
計
検
査
院
長
申
合
せ
）
の
実
施
に
つ
い
て
」（
平
成
十
三
年
三
月
三
十
日
内
閣
府
大

臣
官
房
長
・
会
計
検
査
院
事
務
総
局
次
長
申
合
せ
、
平
成
十
七
年
七
月
十
二
日
改
正
）

http://www.archives.go.jp/information/pdf/h19/shiryou3-6.pdf

。
「
歴

五
一

会
計
検
査
院
の
組
織
文
書

『
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史
資
料
と
し
て
重
要
な
公
文
書
等
の
内
閣
総
理
大
臣
へ
の
移
管
手
続
き
に
つ
い
て
」

（
平
成
十
三
年
三
月
三
十
日
内
閣
府
大
臣
官
房
管
理
室
長
・
会
計
検
査
院
事
務
総
長

官
房
総
務
課
長
申
合
せ
、
平
成
十
七
年
七
月
十
二
日
改
正
）http://w

ww.archives
.

go.jp/information/pdf/h19/shiryou3-7.pdf

。
「
公
文
書
等
の
適
切
な
保
存
の

た
め
の
特
定
の
国
政
上
の
重
要
事
項
等
の
指
定
に
つ
い
て
」(

平
成
十
九
年
七
月
九
日

内
閣
総
理
大
臣
決
定)http://www.archives.go.jp/information/pdf/h19/ 

shiryou3-10.pdf

。
「
定
期
的
に
作
成
さ
れ
る
行
政
文
書
の
移
管
に
つ
い
て(

平
成
十

九
年
七
月
九
日
内
閣
総
理
大
臣
通
知
）」http://www.archives.go.jp/information/

pdf/h19/shiryou3-11.pdf

。
ま
た
、
他
の
行
政
機
関
の
定
め
に
つ
い
て
は
、
下
記

を
参
照
。https://www8.cao.go.jp/chosei/koubun/kako_kaigi/moushiawa

se1.pdf

及
び

https://www8.cao.go.jp/chosei/koubun/kako_kaigi/moush

iawase2.pdf

。 

48 

「
行
政
文
書
の
管
理
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」（
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
内
閣
総

理
大
臣
決
定
）http://warp.da.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1368967/www8.

cao.go.jp/chosei/koubun/kanri-gl.pdf

。 

49 

「
会
計
検
査
院
文
書
管
理
規
程
」（
平
成
十
三
年
三
月
二
十
八
日
会
計
検
査
院
長
決
定
、

平
成
二
十
三
年
三
月
二
十
八
日
改
正
）http://warp.da.ndl.go.jp/info:ndljp/

pid/1709608/www.jbaudit.go.jp/info/public/pdf/bunshokanri110401.p
d
f

。 

50 

「
会
計
検
査
院
文
書
管
理
規
程
」（
平
成
十
三
年
三
月
二
十
八
日
会
計
検
査
院
長
決
定
、

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
改
正
）https://warp.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/

1
0
3
1
8
0
2
8/
w
w
w.
j
b
a
u
d
i
t.
g
o
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p
/
i
n
f
o
/p
u
b
li
c
/
p
d
f
/
bu
n
s
ho

k
a
n
r
i
1
70

4
0
1.

p
d
f

。 

51 

「
行
政
文
書
の
管
理
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」（
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
内
閣
総

理
大
臣
決
定
、
平
成
二
十
九
年
十
二
月
二
十
六
日
改
正
）

https://www.soumu.go.jp/main_content/000581628.pdf 

。 

52 

内
閣
府
「
行
政
文
書
の
管
理
に
関
す
る
定
め
（
行
政
文
書
管
理
規
則
）
一
覧
」（h

t
t
p

s
:
/
/
w
w
w
8
.
c
a
o
.
g
o
.
j
p
/
c
h
o
s
e
i
/
k
o
u
b
u
n
/
a
b
o
u
t
/
k
i
k
a
n
/
k
a
n
r
i
k
i
s
o
k
u
_
ichira

n
.
h
t
m
l

）
掲
載
の
規
則
等
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
改
正
を
踏
ま
え
た

重
要
政
策
の
選
定
に
係
る
規
定
が
な
い
の
は
、
会
計
検
査
院
の
み
で
あ
る
。
国
家
公

安
委
員
会
行
政
文
書
管
理
規
則
に
も
単
独
の
規
定
は
設
け
ら
れ
て
い
な
い
が
、
国
家

公
安
委
員
会
が
保
有
す
る
行
政
文
書
に
つ
い
て
は
、
「
文
書
を
管
理
す
る
規
則
の
第
三

条
で
限
定
列
挙
」
し
た
も
の
で
あ
り
、
列
記
の
あ
る
規
則
第
三
条
各
号
に
該
当
し
な

い
行
政
文
書
に
つ
い
て
は
、
「
全
て
警
察
庁
の
行
政
文
書
と
い
う
扱
い
に
な
り
ま
し
て
、

警
察
庁
の
文
書
管
理
に
関
す
る
訓
令
に
基
づ
き
ま
し
て
処
理
」
さ
れ
て
い
る
と
の
こ

と
で
あ
り
（
公
文
書
管
理
委
員
会
第
六
十
回
議
事
録
二
十
一
頁 

https://www8.cao.

g
o
.
j
p
/
k
ou

b
u
ni

i
n
k
a
i
/
ii

n
k
ai

s
a
i
/
2
0
17

/
2
01

8
0
3
1
2
/
20

1
8
03

1
2
g
i
j
i
ro

k
u
.p

d
f

）
、

「
警
察
庁
に
お
け
る
行
政
文
書
の
管
理
に
関
す
る
訓
令
」（
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

警
察
庁
訓
令
第
七
号
）
に
お
い
て
は
重
要
政
策
の
選
定
に
関
す
る
定
め
が
あ
る
こ
と

を
確
認
し
て
い
る
。 

53 

「
会
計
検
査
院
文
書
管
理
規
程
」（
平
成
十
三
年
三
月
二
十
八
日
会
計
検
査
院
長
決
定
、

平
成
三
十
一
年
三
月
十
八
日
改
正
）
（
前
掲
注
40
）
の
別
表
第
２
の
２
（
３
）
「
昭
和

二
十
七
年
度
ま
で
に
作
成
・
取
得
さ
れ
た
文
書
」
の
項
に
お
い
て
、
「
日
本
国
と
の
平

和
条
約
（
昭
和
二
十
七
年
条
約
第
五
号
。
い
わ
ゆ
る
「
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条

約
」）
公
布
ま
で
に
作
成
・
取
得
さ
れ
た
文
書
」
で
あ
り
、
別
表
第
２
の
「
１
の
【
Ⅰ
】

【
Ⅲ
】【
Ⅳ
】
に
該
当
す
る
可
能
性
が
極
め
て
高
い
」
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
期
に
作
成

さ
れ
た
文
書
に
つ
い
て
は
「
原
則
と
し
て
移
管
す
る
も
の
と
す
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。 

54 
表
紙
に
は
「
秘
書
掛
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
秘
書
掛
は
明
治
三
十
二
年
十
月
七
日
に

設
置
さ
れ
た
部
局
で
あ
る
。 

55 

中
国
、
韓
国
、
ロ
シ
ア
、
ア
メ
リ
カ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
は
じ
め
、
三
十
五
カ
国

で
編
集
さ
れ
た
検
査
報
告
書
等
か
ら
な
る
。  

56 

「
行
政
文
書
の
管
理
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」（
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
内
閣
総

五
二

会
計
検
査
院
の
組
織
文
書

『
北
の
丸
』
第
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号　
　

https://www.archives.go.jp/information/pdf/h19/shiryou3-7.pdf
https://www.archives.go.jp/information/pdf/h19/shiryou3-10.pdf
https://www.archives.go.jp/information/pdf/h19/shiryou3-11.pdf
https://www8.cao.go.jp/chosei/koubun/kako_kaigi/moushiawase1.pdf
https://www8.cao.go.jp/chosei/koubun/kako_kaigi/moushiawase2.pdf
http://warp.da.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1368967/www8.cao.go.jp/chosei/koubun/kanri-gl.pdf
http://warp.da.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1709608/www.jbaudit.go.jp/info/public/pdf/bunshokanri110401.pdf
https://warp.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/10318028/www.jbaudit.go.jp/info/public/pdf/bunshokanri170401
https://www.soumu.go.jp/main_content/000581628.pdf
https://www8.cao.go.jp/koubuniinkai/iinkaisai/2017/20180312/20180312gijiroku.pdf
https://www.archives.go.jp/information/pdf/h19/shiryou3-7.pdf
https://www.archives.go.jp/information/pdf/h19/shiryou3-10.pdf
https://www.archives.go.jp/information/pdf/h19/shiryou3-11.pdf
https://www8.cao.go.jp/chosei/koubun/kako_kaigi/moushiawase1.pdf
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https://www8.cao.go.jp/chosei/koubun/about/kikan/kanrikisoku_ichiran.html
https://www8.cao.go.jp/koubuniinkai/iinkaisai/2017/20180312/20180312gijiroku.pdf


 
 

理
大
臣
決
定
、
令
和
元
年
五
月
一
日
改
正
）https://warp.ndl.go.jp/info:ndljp/

pid/11485490/www8.cao.go.jp/chosei/koubun/hourei/kanri-gl.pdf

。「
会

計
検
査
院
文
書
管
理
規
程
」（
平
成
十
三
年
三
月
二
十
八
日
会
計
検
査
院
長
決
定
、
平

成
三
十
一
年
三
月
十
八
日
改
正
）（
前
掲
注
40
）。 
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内
閣
府
「
公
文
書
等
の
管
理
等
の
状
況
に
つ
い
て
の
報
告
」https://www8.cao.go.

jp/chosei/koubun/houkoku/houkoku.html

。 
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国
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
依
田
健
「
公
文
書
管
理
法
の
下
で
の
国
の
取
組
み
等

に
つ
い
て
」『
全
史
料
協 

会
報
』
九
十
九
号
、
二
〇
一
六
年
三
月 

を
参
照
。 

59 

「
行
政
機
関
の
保
有
す
る
情
報
の
公
開
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
四
十

二
号
）（
抄
）」 

http://www.archives.go.jp/law/pdf/joho_kokai1.pdf

。 

60 

『
国
立
公
文
書
館
業
務
実
績
（
等
）
報
告
書
』
（
平
成
十
七
年
度
～
三
十
年
度
） 

http://www.archives.go.jp/information/backnumber.html#Sec_b03

に
お

い
て
公
表
さ
れ
て
い
る
、
館
に
お
け
る
閲
覧
利
用
冊
数
（
平
成
十
七
年
度
～
三
十
年

度
）
及
び
マ
イ
ク
ロ
利
用
数
（
平
成
二
十
六
年
度
公
表
分
ま
で
）
に
つ
い
て
集
計
し

た
。
な
お
、
現
在
、
一
四
二
八
冊
中
二
二
二
冊
に
つ
い
て
は
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ

ブ
に
よ
り
画
像
を
提
供
し
て
い
る
。 

61 

本
論
で
ふ
れ
て
い
な
い
会
計
検
査
院
に
言
及
し
た
近
年
の
研
究
と
し
て
、
た
と
え
ば

進
邦
徹
夫
「
明
治
十
三
年
会
計
検
査
院
創
設
に
関
す
る
試
論
」『
近
代
日
本
の
政
治
意

識
』
慶
応
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
七
年
。
若
月
剛
史
『
戦
前
日
本
の
政
党
内
閣

と
官
僚
制
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
四
年 

等
が
あ
る
。 

 

※ 

本
論
中
に
お
い
て
引
用
し
た

URL

の 

最
終
確
認
日
は
す
べ
て
令
和
二
年
九
月
三
十
日

で
あ
る
。 

（
公
文
書
専
門
員
） 
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【表1】 組織変遷
明治13年3月11日 明治14年6月22日 明治16年1月17日 明治16年12月3日 明治23年6月2日 明治30年5月7日 明治31年10月27日

部局（掛・科・課）

審査課（第1部〜第5部）
簿記課
決算課
編輯課
庶務課

審査第1部
審査第2部
審査第3部
審査第4部
審査第5部
簿記部
報告部
書記課（庶務掛・調度掛・記録
掛・受付掛※）

※8月23日設置

審査第1部
審査第2部
書記課（庶務掛・年報掛・往復掛
※・記録掛・調度掛・統計掛）

※受付掛を改称

審査第1部
審査第2部
書記局（庶務掛・年報掛・往復
掛・記録掛・調度（会計）掛
※・統計掛）

※明治17年8月20日改称

第1部
第2部
第3部
官房
庶務科（往復掛・記録掛）
会計科
統計掛

第1部
第2部
第3部
第4部
官房
庶務科（往復掛・記録掛）
会計科
統計掛 ※

※明治31年5月30日廃止

第1部
第2部
第3部
第4部
官房（調査掛※）
庶務科（往復掛・記録掛）
会計科

※明治32年5月15日設置

文書管理規程

保存期間区分

明治32年10月7日 明治33年4月5日 大正2年6月13日 昭和12年4月1日 昭和18年3月20日

院⻑官房（秘書掛・調査掛・
往復掛・記録掛・会計掛）
第1部
第2部
第3部
第4部

院⻑官房（秘書掛・議事掛
※・調査掛・往復掛・記録
掛・会計掛）
第1部
第2部
第3部

※明治34年1月19日設置

院⻑官房（秘書掛・議事掛・調
査掛・文書掛・会計掛）
第1部
第2部

院⻑官房（総務科※・調査科※）
第1部
第2部
第3部
第4部

※昭和4年4月1日設置

院⻑官房（総務科・調査科）
第1部
第2部
第3部

会計検査院事務総局文書取扱規程
（昭和35年12月20日事務総局規程
第3号）
（平成13年4月1日廃止）

会計検査院文書管理規程
（平成13年3月28日会計検査院
⻑決定）

別表5及び6
・永久保存
・10年保存
・5年保存
・主管の課⻑が定める期間

行政文書保存期間基準

会計検査院の沿革史（『会計検査院100年史』、『日本国憲法下の会計検査 50年のあゆみ』）を参考に、部局の変遷を基準として組織変遷をまとめた。部局改変時の書記部局及び官房等の掛（科・課）は参考として付した。
会計検査院の文書管理制度の変遷については、中野目徹・熊本史雄編『近代日本公文書管理制度史料集 中央行政機関編』211-225頁による。

会計検査院文書取扱規程
（昭和25年9月11日事務総局規程第7号）
（昭和35年12月20日廃止）

別表4
第1類（永久保存）
第2類（10年保存）
第3類（5年保存）

事務総⻑官房（総務課・人事課※1・調査課・会計課・法規改善課※2・審議室）
検査第1局
検査第2局
検査第3局
検査第4局
検査第5局

※1　昭和23年12月20日設置
※2　法規課:昭和23年3月8日設置-23年12月20日廃止、法規（改善）課:昭和25年6月8日設置-

昭和30年8月1日大正10年9月1日

院⻑官房（秘書掛・議事
掛・調査掛・文書掛・会計
掛）
第1部
第2部
第3部

文書取扱規程
（明治32年10月日欠院中達第11号）
（大正13年7月24日廃止）

事務総⻑官房(総務課※1・文書課
※2・調査課※1・会計課※3)
検査第1局
検査第2局
検査第3局
検査第4局

※1 昭和21年12月11日設置
※2 昭和23年12月20日廃止
※3 昭和22年3月14日設置

昭和22年5月3日

文書取扱規程改正
（大正13年7月24日院中達第6号）
（昭和25年9月11日廃止）
              秘密文書取扱内規（昭和16年か）

第1類（永久保存）
第2類（20年保存）
第3類（10年保存）
第4類（5年保存）

審査第1部
審査第2部
審査第3部
簿記部※1
報告部※1
書記課（庶務掛・調度掛・
記録掛・受付掛・年報掛※
2・統計掛※3）

※1　1月23日廃止
※2　1月23日設置
※3　2月3日設置

明治15年1月18日

第1部
第2部
第3部
書記局（庶務掛・往復掛・記録掛・
会計掛・統計掛）
統計掛※

※10月7日設置

明治22年9月25日

 文書取扱順序
 （明治22年10月16日院中達）
 （明治32年10月廃止）
                 編纂規程
                （明治23年7月25日院中達第9号）
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【表2】文書管理規程に定められた文書類型と保存期間の変遷

昭和25年 昭和35年 平成13年 平成23年 平成31年 昭和25年 昭和35年 平成13年 平成23年 平成31年

会計検査院法の制定、改正又は廃止に関する文書 ― 30年 1

会計検査院規則又は院⻑の定める規程の制定、改正又
は廃止のための決裁文書

― 30年 2

会計検査院事務総局規程の制定、改正又は廃止のため
の決裁文書

院⻑の定める規程、会計検査院事務総局規程、要領そ
の他これに準ずる定めの制定又は改廃及びその経緯
（会計検査院文書管理規程その他の重要な定めの制定
又は改廃のための決裁文書）

検査官会議又は院⻑の定める規程、会計検査院事務総局規
程、要領その他これに準ずる定めの制定又は改廃及びその経
緯
（会計検査院文書管理規程その他の重要な定めの制定又は改
廃のための決裁文書）

― 30年 11

情報公開請求に係る審査基準 ― ― 10年 3（1）、4（1）

行政不服申立ての裁決書（又は決定書）

不服申立てに関する審議会等における検討その他の重
要な経緯
（法令の解釈等に大きな影響を与えた事件に関するも
の、審議会等の答申等について年度ごとに取りまとめ
たもの）

審査請求に関する審議会等における検討その他の重要な経緯
（法令の解釈等に大きな影響を与えた事件に関するもの、審
議会等の答申等について年度ごとに取りまとめたもの）

― ― 10年 3（3）、4（3）

判決書（正本） ― ― 30年 3（4）、4（4）

概算要求書 ― ― 10年 6（1）、6（2）

叙勲、褒章又は各種表彰の決裁文書 ― ― 10年 7

廃棄簿 ― ― 5年 9

検査官会議決議録 検査官会議決議録 検査官会議決議録 永久 永久 30年 10

検査官会議議事録 検査官会議議事録 検査官会議議事録 永久 永久 30年 10

検査官の合議及び検査官会議への協議について検査官
会議決議録に準じて作成された文書

― 30年

検査官の合議及び検査官会議への協議について検査官
会議議事録及び検査官会議議事整理簿に準じて作成さ
れた文書

― 30年

国会からの検査要請に関する文書 ― ― 10年 12（2）

― ― ― 12（2）
国会及び審議会等における審議等に関する事項
（会期ごとに作成される想定問答、専門的知識を有す
る者等を構成員とする懇談会その他の会合に関するも
のを除く）

国会及び審議会等における審議等に関する事項
（会期ごとに作成される想定問答、審議会その他の合議制の
機関に関するもの）

― 8

― 12（5）
― 12（5）
― 12（5）
― 12（6）

法令等の改善に関する意見の表示お
よび処置の要求に関する文書

法令等の改善に関する意見の表示及び処置の要求に関
する文書

― 10年 10年 12（5）

計算証明規則に基づく指定および承
認に関する文書

計算証明規則に基づく指定及び承認に関する文書 ― 永久 30年 13

債権現在額報告書 検査完了報告書（債権現在額報告書） ― 10年 5年
債権現在額総計算書 検査完了報告書（債権現在額総計算書） ― 10年 5年
物品増減及び現在額報告書 検査完了報告書（物品増減及び現在額報告書） ― 10年 5年
物品増減及び現在額総計算書 検査完了報告書（物品増減及び現在額総計算書） ― 10年 5年

会計検査院統計 決算統計 決算統計 決算統計 （決算統計） 永久 永久 30年 15【削除】

― ― ― 22

会計検査院文書管理規程（平成13年3月28日会計検査院⻑決定、平成31年3月18日改正）別表第2において移管が定められている文書類型と、昭和25年・昭和35年・平成13年・平成23年時点の文書管理規程で定められた文書類型との対応関係について、推定を含めて整理した。
平成31年時点における文書類型は、決算統計も含めて整理した。
※1 検査官協議会に関する文書が移管予定とされていることから、別表第2の2(1)の①の10に該当する項目として残している。

永久

永久

永久 10年

30年

10年

30年

30年

30年

10年

裁決、決定その他の処分がされる
日に係る特定日以降10年

訴訟が終結する日に係る特定日以
降10年

10年/5年

10年

30年

報告を行った日に係る特定日以降
10年

国会との交渉に関する文書国会との交渉に関する文書

検査官会議の議決等に関する重要な経緯（議案、決議
書、議事録、決議録、議題）

検査官会議の議決等に関する重要な経緯（議案、決議書、議
事の記録、決議録、議題）

検査官の合議および検査官会議への
協議について上記〔＝検査官会議決
議録・検査官会議議事録・検査官会
議議事整理簿 − 引⽤者〕の各文書
に準じて作成された文書

会計検査の基本方針

国会への報告等（検査報告）
国会への報告等（国会及び内閣に対する報告）
国会への報告等（国会からの検査要請に対する報告）

2(1)①

文書名または文書類型

会計検査院法、会計検査院規則およ
び会計検査院事務総局規程の制定お
よび改廃に関する文書

移管基準該当性
（別表第2の移管項番）

保存期間

14

（10）※1

国際機関(最高会計検査機関国際組織、最高会計検査機関アジア地域機構等)に関する会議又は検査官が出席した会議
等のうち、重要な国際的意思決定が行われた会議に関する準備、実施、参加、会議の結果等に関する文書

物品増減及び現在額総計算書（一般会計、特別会計）
物品増減及び現在額報告書（一般会計、特別会計）
債権現在額総計算書（一般会計、特別会計）
債権現在額報告書（一般会計、特別会計）

計算証明規則に基づく指定及び承認のための決裁文書

国会への報告等（意見表示又は処置要求）

検査報告等概要説明

会計検査院法の制定又は改廃及びその経緯
（基本方針、改正等の必要性等についての検討資料、法制局提出資料等）

会計検査院規則の制定又は改廃及びその経緯
（検査官会議等による指示及び決定、改正等の必要性等についての検討資料等）

国又は行政機関を当事者とする訴訟の提起その他の訴訟に関する重要な経緯
（法令の解釈等に大きな影響を与えた事件に関するもの）

予算及び決算に関する事項（概算要求書案、予定経費要求書、決算報告書等）

栄典又は表彰に関する事項
（叙位、受勲、褒章の選考、決定に関するもの、国外の著名な表彰の授与に関するもの）

国会からの検査要請文書

文書の管理等に関する事項（移管・廃棄簿）

審査基準に関する立案の検討その他の重要な経緯（審査基準案等）

10年

10年
10年
10年
10年

30年
30年

10年

10年

30年

30年
30年
30年
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【表3】文書作成年内訳

明治20-21 明治22-31 明治32-41 明治42-大正7 大正8-昭和3 昭和4-13 昭和14-23 昭和24-33 昭和34-43 昭和44-53 昭和54-63 昭和64-平成10 平成11-20 平成21-29
1887-1888 1889-1898 1899-1908 1909-1918 1919-1928 1929-1938 1939-1948 1949-1958 1959-1968 1969-1978 1979-1988 1989-1998 1999-2008 2009-2017

事務総局官房 2 43 52 40 165 169 97 56 10 10 14 33 581 18 1290
 ※書記局（M16.12.3-M23.6.1）→官房（M23.6.2-） 2 43 52 39 161 72 44 10 1 2 8 1
 ※総務科（S4.4.1-S21.12.10）→総務課（S21.12.11-） 97 51 35 10 64 5
 ※法規（改善）課（S23.3.8-S23.12.20、S25.6.8-） 1
 ※人事課（S23.12.20-） 5 12 2
 ※調査掛（M32.5.15-S4.3.31）→調査科(S4.4.1-S21.12.10)
  →調査課（S21.12.11-）

1 4 2 10 10 10 13 11 438 6

 ※会計課（S22.3.14-） 4 26 4
 ※厚生管理官（S38.4.1-） 6
 ※上席企画調査官（H13.1.6-） 1 27

事務総局第一局（S22.5.3-） 13 15 28
事務総局第二局（S22.5.3-） 11 15 26
事務総局第三局（S22.5.3-） 9 17 26
事務総局第四局（S22.5.3-） 2 18 13 33
事務総局第五局（S30.8.1-） 16 9 25

合計 2 43 52 40 165 169 97 58 10 10 14 33 648 87 1,428

事務総局官房部局については灰色の行で部局内の内訳を示した。
作成部局が不明の場合は移管元の部局で集計している。

移管年度
平成15-16 平成17-22 平成23-29

重要事項に関する意思決定文書 ※１ （286）

昭和20年までに作成・取得     ※２ 138 371
保存期間30年以上の文書   ※３
事務総⻑決裁文書
広報資料 93
予算・決算関係 10 18
年次報告書 6
国政上の重要事項等 12
決算検査報告 11

〔所管行政〕 ※４ 20 4

〔海外検査院関係〕※４ 426

合計 138 937 126
移管基準は情報公開法施行後から公文書管理法施行前までの基準による。 26
※１ （）内の数は昭和20年度までの分類に含まれる。

※３ 「昭和20年までに作成・取得」か「広報資料」に適宜分類した。
※４ 協議による移管に該当する文書を分類した。

2(1)② 60

2(2)① 1

2(3) 106

353

 移管基準は会計検査院文書管理規程（平成13年3月28日会計検査院⻑決定、平成31年3月18日改正）別表第2による。
 移管となる項目を灰色にした。太字箇所は平成23年時点の規程から変更のあった項目。

※本ページのデータはすべて国立公文書館デジタルアーカイブ（平成30年度までに移管された会計検査院の文書）を集計したもの。一部調査を行った文書の部局や作成年について修正を加えている。

23の2契約に関する事項

組織変遷は、会計検査院の沿革史（『会計検査院100年史』、『日本国憲法下の会計検査 50年のあゆみ』、『日本国憲法下の会計検査 60年のあゆみ』）を参考にした。

10検査官会議に関する事項

【表4】移管実績（平成15-22年度） 【表5】移管実績（平成23-29年度）

5職員の人事に関する事項
6予算及び決算に関する事項
7栄典又は表彰に関する事項
8国会及び審議会等における審議等に関する事項
9文書の管理等に関する事項

19審査要求に関する事項
20国の会計経理に関する法令等の制定又は改廃の事前通知に関する事項

11検査官会議又は院⻑の定める規程、会計検査院事務総局規程、要領その他これに準
ずる定めの制定又は改廃及びその経緯
12会計検査に関する事項
13計算証明等に関する事項
14決算の確認に関する事項

1基本的考え方

2(1)①

移管基準該当性
移管年度

※２ 昭和28年頃までの文書を集計した場合がある。

17弁償責任の検定等に関する事項

作成部局/年度

1会計検査院法の制定又は改廃及びその経緯
2会計検査院規則の制定又は改廃及びその経緯
3個人の権利義務の得喪及びその経緯
4法人の権利義務の得喪及びその経緯

文書管理規程別表第2該当性

18検察庁に対する通告に関する事項

15決算の統計に関する事項【削除】

21国の会計事務職員の疑義の解明に関する事項

合計

合計

昭和27年度までに作成・取得された文書
【Ⅰ】国の機関及び独立行政法人等の組織及び機能並びに政策の検討過程、決定、実
施及び実績に関する重要な情報が記録された文書
【Ⅱ】国⺠の権利及び義務に関する重要な情報が記録された文書
【Ⅲ】国⺠を取り巻く社会環境、⾃然環境等に関する重要な情報が記録された文書
【Ⅳ】国の歴史、文化、学術、事件等に関する重要な情報が記録された文書

22国際会議に関する事項
23国有財産に関する事項

24会計検査院の庶務に関する事項
・会計検査院において実施・運⽤している制度について、当該制度の運⽤状況の把握
等に関する事項
（基本計画、年間実績報告書等、施行状況調査・実態状況調査、意見・勧告、
 その他これらに準ずるもの）
・その他の事項（年次報告書、広報資料、院⻑記者会見録）
重要な政策事項等
（阪神・淡路大震災関連、オウム真理教対策、病原性大腸菌Ｏ １ ５ ７ 対策、東日本
大震災関連等、中央省庁等改革、情報公開法制定、不良債権処理関連施策、公文書管
理法関連、天皇の退位等、気候変動に関する京都会議関連施策、サッカーワールド
カップ日韓共催、2020年東京オリンピック・パラリンピック等）

16懲戒処分の要求に関する事項
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【表6】移管済み文書及び移管予定文書の作成部局別内訳

官房

a a b a b a b a b a b a b a b a b a b a b a b a b a b a b a b a b

1会計検査院法の制定又は改廃及びその経緯 2 1 10 13

2会計検査院規則の制定又は改廃及びその経緯 164 164

3個人の権利義務の得喪及びその経緯 7 10 17

4法人の権利義務の得喪及びその経緯 0

6予算及び決算に関する事項 28 43 71

7栄典又は表彰に関する事項 8 8

8国会及び審議会等における審議等に関する事項 12 8 1 21

9文書の管理等に関する事項 5 5

10検査官会議に関する事項 4 126 73 141 344

2 31 288 2 323

12会計検査に関する事項 29 57 10 20 52 20 69 22 62 24 61 22 74 522

13計算証明等に関する事項 281 7 6 3 2 7 3 309

14決算の確認に関する事項 6 30 58 94

15決算の統計に関する事項【削除】 14 3 17

22国際会議に関する事項 303 303

2(1)② 50 20 19 7 68 150 18 32 6 2 1 1 1 375

2(2)① 1 1

昭和22年5月2日以前 407 136 41 5 589

昭和22年5月3日以降 16 42 23 3 6 3 1 29 2 125

15 11 26

0

0

0

426 426

435 3,753

移管基準は会計検査院文書管理規程（平成13年3月28日会計検査院⻑決定、平成31年3月18日改正）別表第2による。
 a列･･･移管済み文書（国立公文書館デジタルアーカイブ（平成30年度までに移管された文書）によることを基本とし、一部調査を行った文書の部局や作成年について修正を加えている）

作成部局に「官房」とのみある列は、詳細な部局を確認できなかった文書について集計した。うち移管該当性「8」の12件は全件「答弁資料」。
上記以外の官房作成の文書のうち詳細な部局がわかるものは、課室ごとに集計した。
作成部局が不明の場合は移管元の部局で整理している。
※1 昭和27年度までに作成・取得された文書には昭和28年頃までの文書を集計した場合がある。
※2「その他」の行は公文書管理法施行前に移管された海外検査院関係の資料について集計した。

移管基準該当性                               作成部局

2(1)①

合計

合計

・会計検査院において実施・運⽤している制度について、当該制度の運⽤状況の把握等に関する事項
（基本計画、年間実績報告書等、施行状況調査・実態状況調査、意見・勧告、
 その他これらに準ずるもの）
・その他の事項（年次報告書、広報資料、院⻑記者会見録）

重要な政策事項等
（阪神・淡路大震災関連、オウム真理教対策、病原性大腸菌Ｏ １ ５ ７ 対策、東日本大震災関連等、中
央省庁等改革、情報公開法制定、不良債権処理関連施策、公文書管理法関連、天皇の退位等、気候変動
に関する京都会議関連施策、サッカーワールドカップ日韓共催、2020年東京オリンピック・パラリン
ピック等）

能力開発官（研修室（安中研
修所）・公会計監査連携室・

資料情報管理室）
技術参事官総務課（科） 人事課 調査課 会計課 法規課

上席検定
調査官

上席企画調査官（情
報公開・個人情報保
護審査会事務室）

4局 5局

789 29 60 7

厚生管理
官

上席情報シス
テム（処理）

調査官
1局 2局 3局

2(3) 昭和27年度までに作成・取得された文書 ※1

1基本的考え方

その他（海外検査院関係） ※2

948

11検査官会議又は院⻑の定める規程、会計検査院事務総局規程、要領その他これに準ずる定めの制定又
は改廃及びその経緯

【Ⅰ】国の機関及び独立行政法人等の組織及び機能並びに政策の検討過程、決定、実施及び実績に関す
る重要な情報が記録された文書

【Ⅱ】国⺠の権利及び義務に関する重要な情報が記録された文書

【Ⅲ】国⺠を取り巻く社会環境、⾃然環境等に関する重要な情報が記録された文書

【Ⅳ】国の歴史、文化、学術、事件等に関する重要な情報が記録された文書

249162 94 99

 b列･･･移管予定文書（行政文書ファイル管理簿（令和元年12月15日現在）による）

4 0 0 142 95 90550

3,233 520
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【表7】移管済み文書及び移管予定文書類型一覧 【表8】会計検査院における保存期間が満了した行政文書ファイル等の移管・廃棄等の状況

年度 満了ファイル数 移管ファイル数 廃棄ファイル数 延⻑数 移管率 ※全体移管率
施行前 施行後 移管予定 平成23年度 8,625 40 7,277 1,308 0.5 0.7

8(1) 答弁資料 10年 0 12 8 平成24年度 7,944 25 6,619 1,300 0.3 0.5
8(1) 国会提出資料 10年 2 0 1 平成25年度 7,496 49 6,442 1,005 0.7 0.3

要請 12(2) 国会からの検査要請（資料／報告書） 特定日以後10年／10年 0 11 55 平成26年度 7,856 58 6,761 1,037 0.7 0.4
12(5) 決算検査報告 10年 11 3 7 平成27年度 8,130 61 6,904 1,165 0.8 0.3
12(5) 国会及び内閣に対する報告 10年 0 6 75 平成28年度 9,297 28 7,444 1,825 0.3 0.4
12(5) 随時報告 10年／5年（審議資料） 0 0 2 平成29年度 9,700 27 7,684 1,989 0.3 0.4
12(5) 処置要求・意見表示 10年 0 91 200 平均 8,435 41 7,019 1,376 0.5 0.4
12(5) 検査結果の大要 10年 0 0 10
12(5) 国有財産検査報告 10年 0 0 8 内閣府「公文書等の管理等の状況についての報告」において公表されている平成23年度から29年度までのデータから作成。
12(6) 検査報告等概要説明 10年 10 7 8  https://www8.cao.go.jp/chosei/koubun/houkoku/houkoku.html（令和2年9月30日現在）

検査報告総理手交⽤資料 5年 4 7 5

10 検査官会議決議録・議事録等関係文書 30年 0 45 200 ※平均値：ファイル数は小数点以下を切り上げ、移管率は小数第二位以下切り上げで処理した。

10 検査官協議会決議録・議事録等関係文書 30年 0 0 141

検査官会議議事整理簿 30年 0 0 7

〔検査官会議〕検査決定通知 30年 0 0 6

12(2) 会計検査の基本方針 10年 0 10 10
13 計算証明に関する指定・承認文書 30年 0 26 283 【表9】移管予定文書のうち30年9ヶ月以上の保存期間の文書類型
14 物品増減及び現在額総報告 30年 0 0 11

14 国の債権の現在額総報告 30年 0 0 11 文書類型 30年9ヶ月〜59年 60年 61〜79年 80年〜 常⽤ 備考

14 国有財産増減及び現在額報告書 30年 2 0 14 検査官会議決議録 28 5

14 国有財産増減及び現在額総計算書（送付文書を含む） 30年 0 0 24 検査官会議議事録 28 5

14 国有財産無償貸付状況報告書 30年 2 0 14 検査官会議議決等文書 1 8 12 1

14 国有財産無償貸付状況総計算書 30年 0 0 14 検査官協議会決議録 14 3

15【削除】 決算統計 30年 0 0 17 検査官協議会議事録 14 3
会計検査のあらまし 30年／3年（作成・受領文書） 31 6 38 検査官協議会案 14 3

検
査

企
画

財務上の是正改善効果 10年 0 0 12 会計検査のあらまし 23 12

亡失又は損傷等に関する通知／検定書／検定しない件 10年 0 0 28 委託研究調査報告書 3
検査指定団体別資料 10年 0 0 2 会計検査研究 7
国有財産見込現在額報告書 5年 2 0 0 ＩＮＴＯＳＡＩ関係 5

22 ＩＮＴＯＳＡＩ関係 10年 0 0 103 懲戒処分 1 ※1951年1月1日作成・取得
22 ＡＳＯＳＡＩ関係 10年 0 0 141 検査官会議議事細則 1 ※1948年1月1日作成・取得
22 国際最高会計検査機関会議（ＩＮＣＯＳＡＩ） 10年 0 0 29 会計検査院検定集 1 ※1952年1月1日作成・取得
22 主要国会計検査院⻑会議 10年 0 0 12 決算統計 11
22 国際会計検査リーダーシップフォーラム 10年 0 0 5 検査官会議議事整理簿 7
22 津波会議 10年 0 0 5 検査決定通知（検査官会議） 6

海外行政実態調査報告書 10年 0 1 22 会計検査院法・院法改正関係綴 7
委託研究調査報告書 10年 0 0 42 会計検査院規則関係綴 7
企画調査報告書 10年 0 1 5 計算証明規則に関する文書綴 1
会計検査研究 10年 0 0 46 計算証明規則に関する指定・承認文書 245
〔海外検査院関係〕 ― 426 0 0 事務総局規程等関係綴 21

1 会計検査院法関係 30年 0 0 12 院内諸法規関係資料 12
2 会計検査院規則関係 30年 0 0 164 月報 3
3(1) 審査基準（情報公開／個人情報） 10年 0 0 17 合計 359 118 31 2 2
6(1) 概算要求書／同案 10年 0 4 21
6(1) 予定経費要求書／同各目明細書 10年 0 0 14
6(1) 歳出予算各目明細書 10年 4 7 3
6(2) 決算関係報告 5年 3 7 5
6 会計機関の指定 10年 2 0 0
7 叙位・叙勲・表彰 10年 0 0 8
9 移管・廃棄簿 30年 0 0 5
11 事務総局規程／院内諸法規等関係 30年 0 0 324

審査会答申集 10年 0 6 5
審査会年報 10年 0 12 10
会計検査院業務情報化推進基本計画 5年 0 0 2
〔広報・年報資料（パンフレット・DVD・年史等）〕 10年/30年（年史） 68 26 23
業務実績報告書 ― 6 0 0
審査 ― 0 4 0

月報 30年 0 1 3

事務総⻑決裁文書 10年 0 0 6
事務総局組織関係 10年 0 0 26

移管済み文書及び移管予定文書のうち、昭和22年5月3日以降に作成・取得された文書について文書名を類型化し、2件以上該当するものについて一覧にした。
基礎となるデータについて、移管済み文書は国立公文書館デジタルアーカイブ（平成30年度までに移管された文書）、移管予定文書は行政文書ファイル管理簿（令和元年12月15日現在）による。
移管基準は会計検査院文書管理規程（平成13年3月28日会計検査院⻑決定、平成31年3月18日改正）別表第2による。
移管冊数の時期区分は公文書管理法の施行前、施行後、移管予定の三区分とした。
移管基準の列の2（3）昭和27年度までに作成・取得された文書のうち、文書管理規程の移管該当性がわかるものについては、（※）内に付した。
文書類型の列で灰色の行は2(3)または公文書管理法施行前の基準により移管された類型。
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【表7】移管済み文書及び移管予定文書類型一覧 【表8】会計検査院における保存期間が満了した行政文書ファイル等の移管・廃棄等の状況

年度 満了ファイル数 移管ファイル数 廃棄ファイル数 延⻑数 移管率 ※全体移管率
施行前 施行後 移管予定 平成23年度 8,625 40 7,277 1,308 0.5 0.7

8(1) 答弁資料 10年 0 12 8 平成24年度 7,944 25 6,619 1,300 0.3 0.5
8(1) 国会提出資料 10年 2 0 1 平成25年度 7,496 49 6,442 1,005 0.7 0.3

要請 12(2) 国会からの検査要請（資料／報告書） 特定日以後10年／10年 0 11 55 平成26年度 7,856 58 6,761 1,037 0.7 0.4
12(5) 決算検査報告 10年 11 3 7 平成27年度 8,130 61 6,904 1,165 0.8 0.3
12(5) 国会及び内閣に対する報告 10年 0 6 75 平成28年度 9,297 28 7,444 1,825 0.3 0.4
12(5) 随時報告 10年／5年（審議資料） 0 0 2 平成29年度 9,700 27 7,684 1,989 0.3 0.4
12(5) 処置要求・意見表示 10年 0 91 200 平均 8,435 41 7,019 1,376 0.5 0.4
12(5) 検査結果の大要 10年 0 0 10
12(5) 国有財産検査報告 10年 0 0 8 内閣府「公文書等の管理等の状況についての報告」において公表されている平成23年度から29年度までのデータから作成。
12(6) 検査報告等概要説明 10年 10 7 8  https://www8.cao.go.jp/chosei/koubun/houkoku/houkoku.html（令和2年9月30日現在）

検査報告総理手交⽤資料 5年 4 7 5

10 検査官会議決議録・議事録等関係文書 30年 0 45 200 ※平均値：ファイル数は小数点以下を切り上げ、移管率は小数第二位以下切り上げで処理した。

10 検査官協議会決議録・議事録等関係文書 30年 0 0 141

検査官会議議事整理簿 30年 0 0 7

〔検査官会議〕検査決定通知 30年 0 0 6

12(2) 会計検査の基本方針 10年 0 10 10
13 計算証明に関する指定・承認文書 30年 0 26 283 【表9】移管予定文書のうち30年9ヶ月以上の保存期間の文書類型
14 物品増減及び現在額総報告 30年 0 0 11

14 国の債権の現在額総報告 30年 0 0 11 文書類型 30年9ヶ月〜59年 60年 61〜79年 80年〜 常⽤ 備考

14 国有財産増減及び現在額報告書 30年 2 0 14 検査官会議決議録 28 5

14 国有財産増減及び現在額総計算書（送付文書を含む） 30年 0 0 24 検査官会議議事録 28 5

14 国有財産無償貸付状況報告書 30年 2 0 14 検査官会議議決等文書 1 8 12 1

14 国有財産無償貸付状況総計算書 30年 0 0 14 検査官協議会決議録 14 3

15【削除】 決算統計 30年 0 0 17 検査官協議会議事録 14 3
会計検査のあらまし 30年／3年（作成・受領文書） 31 6 38 検査官協議会案 14 3

検
査

企
画

財務上の是正改善効果 10年 0 0 12 会計検査のあらまし 23 12

亡失又は損傷等に関する通知／検定書／検定しない件 10年 0 0 28 委託研究調査報告書 3
検査指定団体別資料 10年 0 0 2 会計検査研究 7
国有財産見込現在額報告書 5年 2 0 0 ＩＮＴＯＳＡＩ関係 5

22 ＩＮＴＯＳＡＩ関係 10年 0 0 103 懲戒処分 1 ※1951年1月1日作成・取得
22 ＡＳＯＳＡＩ関係 10年 0 0 141 検査官会議議事細則 1 ※1948年1月1日作成・取得
22 国際最高会計検査機関会議（ＩＮＣＯＳＡＩ） 10年 0 0 29 会計検査院検定集 1 ※1952年1月1日作成・取得
22 主要国会計検査院⻑会議 10年 0 0 12 決算統計 11
22 国際会計検査リーダーシップフォーラム 10年 0 0 5 検査官会議議事整理簿 7
22 津波会議 10年 0 0 5 検査決定通知（検査官会議） 6

海外行政実態調査報告書 10年 0 1 22 会計検査院法・院法改正関係綴 7
委託研究調査報告書 10年 0 0 42 会計検査院規則関係綴 7
企画調査報告書 10年 0 1 5 計算証明規則に関する文書綴 1
会計検査研究 10年 0 0 46 計算証明規則に関する指定・承認文書 245
〔海外検査院関係〕 ― 426 0 0 事務総局規程等関係綴 21

1 会計検査院法関係 30年 0 0 12 院内諸法規関係資料 12
2 会計検査院規則関係 30年 0 0 164 月報 3
3(1) 審査基準（情報公開／個人情報） 10年 0 0 17 合計 359 118 31 2 2
6(1) 概算要求書／同案 10年 0 4 21
6(1) 予定経費要求書／同各目明細書 10年 0 0 14
6(1) 歳出予算各目明細書 10年 4 7 3
6(2) 決算関係報告 5年 3 7 5
6 会計機関の指定 10年 2 0 0
7 叙位・叙勲・表彰 10年 0 0 8
9 移管・廃棄簿 30年 0 0 5
11 事務総局規程／院内諸法規等関係 30年 0 0 324

審査会答申集 10年 0 6 5
審査会年報 10年 0 12 10
会計検査院業務情報化推進基本計画 5年 0 0 2
〔広報・年報資料（パンフレット・DVD・年史等）〕 10年/30年（年史） 68 26 23
業務実績報告書 ― 6 0 0
審査 ― 0 4 0

月報 30年 0 1 3

事務総⻑決裁文書 10年 0 0 6
事務総局組織関係 10年 0 0 26

移管済み文書及び移管予定文書のうち、昭和22年5月3日以降に作成・取得された文書について文書名を類型化し、2件以上該当するものについて一覧にした。
基礎となるデータについて、移管済み文書は国立公文書館デジタルアーカイブ（平成30年度までに移管された文書）、移管予定文書は行政文書ファイル管理簿（令和元年12月15日現在）による。
移管基準は会計検査院文書管理規程（平成13年3月28日会計検査院⻑決定、平成31年3月18日改正）別表第2による。
移管冊数の時期区分は公文書管理法の施行前、施行後、移管予定の三区分とした。
移管基準の列の2（3）昭和27年度までに作成・取得された文書のうち、文書管理規程の移管該当性がわかるものについては、（※）内に付した。
文書類型の列で灰色の行は2(3)または公文書管理法施行前の基準により移管された類型。
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